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其 3 Photograph No. 3 

2お II 続試験I也外 林綾の林キ目立立佐j冠のJ伏i足

Si<ie view of experiment plot ]1. 

其日第 I 放試験地林組Ci出liE樹多き{伊!日Jj')

Photo. No. 5. Experﾌlllcnt plot 1. 

1930 28/4 Photo. by Aso. 

共: <1第 I 披試験地 林相

1'h010. No. 4. Experiment plot 1. 

A part of mixed stand of “ Momi" Abies 
fir ll1a, and “ Sugi" Cryptomeria japonica. 

19:30 27/生 Photo. by Aso. 
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其ロ第I 披日占験i也 体制(アカマ;)> � ì問葉樹〉

Photo. N o. 6. Experiment 1'lot 1. 

AJ旧rt of mixed stal1() Pil111S densiflora, Abies 
fìrlll3 , 3n,) deciduol1s broad・le3'1" ed trees. 

193生 9/6 Photo. by A80. 

現し B 第 II 披試験1也 前代アカ，;)>残千['
個所の林相

Photo. No. 8. ]江戸riment pJot 11. 
A part of rnixed stand 01' Abies f�ma 3ndυld 

pinl1s demitlora . 

19:30 '27/,1 Photo. by A50・

其 7 第Il続試験1也祢杭1

1'hoto. No. 7. Experiment "lot 1I. 

A "art of f�e stal1() of Abies fìrma, the Typical 
'l"iew at ex>,eriment plot 11. 

19:30 27/-1 Photo ・ by A50. 

其 9 ~~ II 放試験1也林相

1'hoto. No.!J. Experiment plot 1I. 

A [>"rt of pl1re st3nd of Abies fìrn>a, The 

Typical vie¥¥' at experiment plot 1I. 

193丑 9/6 Photo. by Aso. 



実 10 第 I 続試験地 アヲ ρ ダの下にモミ稚御成立の7状況

Photo. No. 10. Experiment plot 1. 

The seedling-growth of Abies fir ll1a, under 
the crown of Ilex ll1acropoda. 

岨細川

_.... 'l.t，<，~~~制爾穂苅婦賠悶瞳験機増強恥郁ーらそ::;;"~'，;イ.~，--.. 共 11 第 n虎間在地 スギ稚樹成立の;出足

ー... ‘ 

其 12 fr~ 1 続試験地 上木疎開地にアカマク

稚樹成立のllki足

Photo. No. ]2. Experiment plot 1. 

'1'he see<lling-gl'owth (Jf l'ﾍ1ms _<I ensiflりr:L :1ﾌ 

the 叩Imy place 1l1l,ler tlre plentifnlly 

opened canopy. 

Photo. No. 11. Experiment plot 1. 

The seeclling-growth of Cryptomerﾎ:l .iaponica, 
sitllated on the leew:Lrd of their 1l10ther tree 

第 I~涜試験j也 日向に於げるアカジデ

の1存続llk況

Photo. No. 1:1. Experilllent I'lot 1. 

Loc九，lly and gregariolls gronps of CarpinllS 

1:はitlora "t sllnny place. 

1930 281主 Photo. by Aso. 
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其 1星 第 II~虎試験地 IJ 陸地に於けるヤプコウタのI\h喜欣況

1'hoto. No・ 11. Experiment plot II. 
Locally and gregariOl1s groups of Ardisia japonica 

at sha,ly pla~e. 

其 16 1.'5 i'，W形濁有林第 :q本mに小班

前代のアカマ Y 体下に毛ミの成

立扶況
Photo. No. ](;. 

The yOl1ng trees of Abie弓 tìnna， un�r 

the she lter of old Pinl1s ， Ien弓itlora， at 

the 8¥]blot d , compartment III. of the 
state forest “ B~teilζei ". 

字，〆

1930 '28/4 1'hol0. by A弓0 ・

h 

Jt 1~ 第五競試験j也 屯ミの代根凶盤

(7丑1 披木〉

1'hoto. ::->0. 15. Experilllent 1'lot II. 
The �sk of ,tem foot of .c\bie., firma. 

仁Tree No. 7生1)

被摩時代生長極端に遅緩なりし1時代

あるを示す

昌弘

ヤマザクラ、アカシア下に

於げらモミ稚樹成立扶況

Photo. ~o. 17. Experiment plot II. 
The seedling-growth of Abies finna under the 

bro:HI-lea>ed trees Prlml1s serrulata and Carpinus laxiflora 

1930 19/10 1'h010. by Aso. 
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1. 緒 1=1 

奥へられたる天然生林の木材蓄積の恒績と其債値の向上及生長の促進誼に外界からの被害に

封し抵抗性を増大せしむ るには先づ天然生林を構成する夫々の樹群の材積生長を出来得る丈促

進せしめ. 且てコ夫々の樹群をと構成する個樹の形質向上を計!J . 叉風雨雲其他生物による被害の

抵抗性を強から しめ併せて前生樹は勿論. 後続稚幼樹群の生立と生長とを促進し出来得る丈短

期聞に林を構成する樹群の一員となら しむるととが必要な像件であると し、その{傑件を満足す

るには其の林の構造をして卒街的調和y状態にする様な伐り方を採らねばならない と前提し.著

者の一人寺崎が明治 36 年以来.本場の調査研究事項である間伐試験の経過陀鑑み本問題に示

すが如き貫験を大正 13 年 (1924年〉に開始したのである口

本報告は上速の如き方針に基き栃木!探那須郡黒磯町大字上厚崎字馬蹄形園有林内のモミ潤葉

樹混濁天然生林に ， 東京大林直署の使用承認を得て試験施行中の揮伐的撫育間伐による林の蓄

積増加. 即ち林を構成する夫k のJ釘群の材積生長.前生稚樹幼木の生育，換言すれば夫k の樹

の直径階、 樹高階の増大吠6G . 誌に後続稚幼樹の護生. 生育~pち夫等の/J、但木殻への前進編入

欣抗等の経過を取躍めたものであって.親近数果施業. 蓄積施業、草木施業. 或は照査法施業

等の近代的施業方法が主張高調せられる際であるから . 誌に賀行上の参照たら しめんと .し叉閤

土保安を目的とする森林及休養享柴を目的とする天然的公園の施業の参考ーとなるものと思料し

誌に英大要を報告しようとするものである。

本試験に関しては試験地設定誌に揮伐木選定は寺崎是に嘗h 第 2 回.第 3 回の貰行及調

査及び計算立立に是が取纏は麻生の1itせるものであるが大正 13 年第 1 回控伐に首り是が調査は

首時造林課在勤の山林技師団中波慈女氏及山林麗持立幸治郎氏を煩し其後昭和 2年の中間調査

に於て大田原営林署長技師吉川昇二郎氏及同署技手藤田要吾氏を煩し.昭和 5 年第 2 回接伐

賀行及調査に嘗 り 黒磯捨首直. 森林主事前野秀宗氏を.叉昭和 9 年第 3 回 (中間)調査に同

北原隆積氏の援助を得. 是が11元纏の計算に本場助手清水i清卒氏を煩したから裁にk記諸氏の氏

名を録して深謝の意を表し尚本試験施行上常に御好意と御援助を賜りし東京管林局及大田原営

林署誌に林業試験場の関係者各位~f'L感謝する次第である。
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附 記

昭和 5 年 11 及 12 月蛮行の束京林友第 189 競及 190 ~l'亡著者の 一入B誕生が 「馬蹄形固

有林モ ミ 潤混渚天然更新試験地の概混」と題して蛮表したるものは本試験の概田一政報であるが

本報告は其後第 2 回揮伐賀行後の調査及昭和 9 年 6 月第 3 回 (中間) 調査の資料をも加へ

て取纏めたものであるが.向前記一致報比女で昭和 6 年著者の一人である寺崎は青森営林局刊行

の「ヒパ林の施業化就てJ と題せるものに前記竣報の結果を引用し. 叉昭和 7年に汎太平洋皐

術合議提出の Some Dotes 00 もhe Natural Regener叫ing of the Conifer's in the Mixed selfｭ

I可enerating stands in japan, Espeeially of Cryptom日l' i a japouica, ancJ of Abies 五rma . と題

せる論文に も同様本試験地の揮伐の仕方と共第 2 回捧伐まで、の結果の概汎を護表した。

11.試験地 の 概況

本試験地は栃木!部黒磯町の西方約 1 里の位置にあって中央に約 120 ha. の開墾地を包擁し

蹄銭形に蔑された林即馬蹄形閣有林の西部 2 林班を小班、む小班の内に設置し. 夫k商積約

1 ha. 宛を採 P 第 1 ~虎. 第 II 競試験地とせるもので全地殆んE起伏無き卒坦地である (第 1

聞及第 2 国妻照)。

第 1 園馬蹄形図有林並試験地位置園

Fig.1. Sketch rn凡P of the state forest “ Bateikei" 
showing the situation of the experiment plots. 
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第 2 園試験地質耳目固

Fig. 2. The chart shnwing tbe forms of experiment 

plot and the situa世ons of tbe transect lines 

of s!aml prd�e and 'luadrat plots. 
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林視は後』て掲ぐる各項tて亙り詳しく説明する

積りでるるが簡草陀其概J兄を述ぶれば林を構成

する主なる樹種はモミで.林冠の上層を構成せ

るものは樹齢約 80-110年. 2p.均直倍25-35c.m .

樹高 14-16m 位で其間僅にアカマツ ， スギ\ヒ
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カシデ.カヘデ類， ホホノキ . ミヅキ等を黒占旗し其下!膏に各種;闇葉樹を挟みてモミの中但木の

樹群があり . 最下唐十ては同じく j閏葉樹と共にモミピ局部的t亡アカマツ . スギ等の幼稚樹が積立

する欣態で最上居?と前代のアカマツの大停木僅に賠在せる欣沼である. 尤も本試験地に続 く 隣

接外聞には木武喰地と同似林視の個所もあれど. 叉潤葉樹を主林木とする個所. アカマツ を主

瞳とする個所等ありて夫々局部的に商白き林視を呈してゐる。
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今試験地R:最も近き林相を示せば窮民ー共 3 の如き欣態である . ~p一見して林型 VVて相官ず

るものであるととが判る.而して試験地の林相断面園を掲ぐ れ ば馬民共 1，共 2 陀示す如き

ものであ る。

更tて雨試験地別陀夫々の概況iを記すれば

第 I 競試験地の林を構成する樹群の分布の欣視を針葉樹を主骨量と して概記すれば

1. IJ、但木の樹群と 中但木の樹群とは局部的に且つ商積的に偏在し て試験地の林の主睦となっ

て居るが小但木樹群の出現は中筏木よりも多数である。

2. 大倍木の樹群は極めてIJ、数で遣うるが上記ノj、千平木の樹~j:p と中但木の樹群との間(1[翠木的に賠

在 し或は 2， 3 のノj 、偲木と或は 2， 3 の 中但木と或はIJ、筏木及中径木と群生して居る。

第 II 競試験地の林を構成する樹群の分布の欣視は前記と同様に針葉樹を主韓として居るが

第 I~地と は少 しく趣を異に して居るD 即ち

1. 中但木の樹群は全面的に所在し

2. ノj、径木の樹群は中倍木樹群の合聞に介在し或は中筏木と群生し或は大佐木と群生するも小

但木群の出現は中但木よ P も幾分多数である。

3. 大但木はノj、数で草木的に賄在するか.或は 2， 3 のノj、但木或は 2， 3 の中但木或はIJ、但木

及中径木と群生して居るo

的ち第 I 破。試験地と第 II 披試験地とは大但木の分布と他の中控木とノト偲木となす樹群構成

は共通するも IJ、径木群と中任木群との分布の欣態に於て著しき違びがある。(寝員共 4-9 会!照)

111.試験の目的

本試験は天然的更新に工り恒額的陀主としてモミ G降来陀於て第 q虎地ではモミの外アカマ

ッ ， スギ及 2， 3 の潤葉樹.第 II lJJJ~地で、はモミの外アカマツ)の用材生産を封象とする所謂

経済林業としての揮伐 (~rJ撫育的各居間伐〉を繰返へし、共の林の構造花相臆する揮伐の仕方

と捧伐木の選定、誌に林に平衡的調和紙態を出現する基本的作業技術と其の妓果とを闇明せん

とするものである白即ち是等のものに相開ナる夫々の樹群構成草木の、倍級の進行と、併せて前

生樹のノj、得級木への進行吠混及後櫨稚幼樹の蛮生、生育欣抗を観察し各偲級木の本敢闘係及材

積関係が如何様になりしときが夫k の樹群の構成及分布が平衡的調和欣態にあるや，叉林分材

積生長量の最高のときにあるや否やを鑑識せんとするものであって後に林の構造の所で地ぺる

が如く第 I 披.第 II 現地共林を構成する単木の大さ及樹群の現出欣抗よりして私共の云ふ林

型 I~ ， Ticby 氏の云ふ Femel wald. C. Wagner 氏の云はれる蓄積貧弱の擦伐林に該嘗ずるもの

である . ~P林を構成する樹群の草木は主と して壮齢樹及幼齢樹の中保扱木及ノj、担綾木よ P 成り .

而も林冠の中層階のもの比較的少< . 未?で理想的搾伐林型ならさ、、るを以って上記の各種の調査

鑑識を怠してコヲ揮伐を繰返へし漸次搾伐林的林相とも謂ふべき幼y壮老各齢扱木の組合せが共の
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本数開係では(幼〉封土〉老〕 の如く老木の本数よ þt仕木の本数は逢に多く幼木の本数は祉木の

本数土り少しく多き欣態にあらしめ. 其蓄積閥係では(小笹経木く中径紐木豆大径級木〉 の如

くに し小但木以下のものが絶えすな/J、倍級木扱陀進級し得る如き)'1*態陀在って市も多j膏の連観樹

冠居を有する林型 IIó に主宰かんとするものである。

IV. 試験の方法

第q虎試験地の樹lj千出現M況を考察するにノj、径木の群生せる部分と中僅木の群生せる部分と

があって全材 に封し共生長:量に相嘗する伐採を震し得ざるものと思料したので、第 1 図揮伐に

首りでは擦伐的撫育間伐の第一階梯たる4苛群を平衡的調和AA態に導く震の整理を 目的として擦

伐木の選定を第すと ととし.其の伐採木の材積を残存木の材積及捧伐前の材積に比較 し. 揮伐

を 6 乃至 10 年に回蹄ナるものとして生長錐等により共生長量を概算したるに UI告生長量の1/2位

に相嘗ずる如くなるを知ったので伐採量を生長量の約1/2位に止めたので、ある . 尤も此の計算は

標準木によるもので材積は東京営林局の材怒号表によったものである。

第 II競地の樹群の出現欣視は中揮.木を主瞳とせるものであるから . 揮伐的撫育間伐をなし.

出来る丈多くの樹を早〈大但木殺に進級せしめる様に.叉前生樹も比較的多いので是も可成

早〈小便木級に進級せしめる様.此の意味を以って探伐木を選定し.其材積を前と同様{吃計算

せるに略ぼ生長量と近似するので第 n虎地に於ては其生長量と略同量を揮伐する とととしたの

である、而して第 I蹴地では林地比較的乾燥せる個所多く .モミ及スギの更新上比較的多く D

落葉潤葉樹の存在を必要と認められ.第 II 競地は全林地.比較的混気を保ち居り左迄潤葉樹

存立の必要を感じない様主主工合であるから第 I 競地ては特にモミ、アカマツ，スギの生長を阻

害せざる限り可成潤葉樹を残存せしめ第 II 鵠地てーはそミ.アカマツの更新上必要と認めるも

のを残す外，可成是を伐倒するの方針を採り .併せて澗葉樹の存在がモミ及アカマツの天然更

新上に及ぼ、す影響をも観察調査せんとするものでるる。是が揮伐木選定の要旨は何薩迄も揮伐

的撫育間伐の目的vc n十ふ如く郎ち常に残存木の生長と前生樹の撫育とに意を用ひ. 先づ病木.

傷害木、 形態不良木、 生長表頚木を除き同時に本林は種々の{樹群が寄り集って構成されてゐ

る即モミの翠純相の樹群を主聞とし是陀モミ 、 アカマツ.潤葉樹の群叢.アカマツ潤葉樹の群

叢、 殆んど潤葉樹のみの群叢. 或はスギ、 ヒノキ等を中心としてモミ 、潤葉樹を混じたる群叢.

文アカマツの老大木を傘に戴き共下に集ふ樹群業， サクラ等の高きJ闇葉樹の下に生長盛なるモ

ミ中保木以下を包容する群叢等、 各種あって其の一つ一つが共催恰も一つの林の単位と看倣し

得らるるが如き樹群叢を以て構成されてゐる林であるから . 揮伐木の選定化是等自然に出来た

る群叢を設さない様vctt:!群毎に不平衡的調和y状態をなすもの及卒術的調和欣態佐保たしむる上

に要なきもの叉はそれを除けば. 蔑されしものの生長が促進されると思はれるもの等を除き.

樹群を解瞳し群叢としての卒街的調和欣態を呈する様t亡 、叉後櫨稚幼樹の臨射光と入射光とに
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関する陽光利用性を想定し是に相鷹せしめ得ぺき様に伐採木を選定し其各群叢の健康を損はざ

る如く否群業としての生活生長力を助長し行くと共に隣接群叢との連絡関係にも卒衡的調和を

保つ如くに注意して林会瞳を常に括気あ ら しめ林分材積の生長量を常に最高に保持せしめ行き

ってコ相官多き牧磁を奉げ経掛林業の目的に添はしめん とせるものである。

V. 調査の方法

大正 13 年第 1 回樺伐首時は胸高直徳 3 寸階以上の立木の直径を測定し胸高位置に白ペン

キにて帯を附け.樹木若手枕は記入せヂE互に樹種別に何寸階何本(寸以下回拾主入〉と記帳し.

樹高測定は標準木に止められたのである.共後中間調査陀笛・り 営林署に於て第 1 回接伐の残存

木陀立木呑読を附けたるも .月日 の経過に従ひ消失 したので是を塗り替へたが、種kの事情で、

同呑読の重複或は紋番あり向干存続が立木の序列と異り甚だし く入乱れたる個所等が多かったの

で.第 2 回揮伐調査に嘗り新に雨試験地共胸高直符\ 2.5c.m. 以上の全立木に呑読を附け替へ.

胸高直俸は直倍各尺に より四捨五入法tとより m.m. 単位迄入念に測定し.樹高及枝下高は麻生

式測高器を使用し同じく四捨五入法tとよ り 10c.m. 迄入念陀測定したのであ る，胸高直偲 2.5c.m.

以上のものに就て調査したのは米突単位によ P 材積及之れに閥係ずる諸国子を計算し叉表等を

調製するに胸高直徳階の間隔を 5c.m. とするの便利を考へたからである.而して伐倒木は 2m.

毎のフーベル式直分求積法に よ り直千妥当呈尺を用ひて測定し.樹長はテ ー プにより同じく 10c.m.

迄求め斡材積を算出したのである。

きたに樹齢の調査は伐倒木の殆んど全部の伐根に於ける年輪敷を r)レツぺ」を使用 し現地で数

へ「ルツペJ~亡依る も向不明のものは伐根固盤を持蹄へり鯨微鏡により入念に致へたのである .

第 1 表の 1 第 I 続試験地.

Table 1.ぐ1) Experimenむ plot r. Tbe Table of tbe Dumber of trees with 

---------------一一直径階 Di畑山 classes in cm. I _ I _ _ I 
樹額 一一一一一一一一一 I ::> I LU I 

species of tre品 ーー一一一一 | J J 

15 20 25 

宅 、、、 Abies fìrma, sieb e色 Zncc. 3751 267 69 

ア カ 円ミF ~ Pinl1s densißora, S. et Z. 1 

ス ギ Cryptomeria japonica, Don・ 1 1 

サ ，、

フ Chamaecyparis pisifera, En�l. 1 

言十 Totals. 3761 268 112 71 

ア ヵ I � テ" Carpinus laxiflora, Bl. l 

イ ヌ るノ テ・ C. yedoe口sis ， Ma:x:im. 

サ -'、 V 1<ミ C. cordata, Bl. 

-て/
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而してモミの伐根高は地上の 10c.m. としたから地上 10c.m . の高さになるまでの生長陀要ずる

年数は調査の結果 15 年でるったから是を前記の年輪教に加へ. 潤葉樹は可成地際より伐倒し

たので潤葉樹には年輪数に 1 年或は 2 年を加へて樹齢とした.向モミの伐根商を見るに殆ん

ど例外なしに中心に(樹の蛮生首初〉頗生長遅援.年輪幅狭くして肉眼にて年輪数を数へ得ざ

る程度の時代あるも.其後は急激に生長促進して今日に及ぺるもの.或は其後t亡生長の速.還

を繰返へして今日に至れるもの等がるる.のって是等の期聞の年数をも年輪調査野帳に記し現

在林の成立過程及肥大生長の盛蓑を探明ずるの材料とした口 (窮民共 15 曇照)

ヨたに地床植物は可及的入念に全林地を踏査し出現頻度を調ぺ向雨試験地に夫々 10m. 卒方の

クォードラードを設け 1m. 角 100 個に直書jし其の匡劃は針金を張ヲて明確陀した.叉各直内に

出現せる植物全部の位置園を調製し旦其種名を調ぺ.此の雨方法を綜合. 統括して全試験地.

地床植物の出現頻度誼に共護育獄侃及生育形を明にした。

向ヨえに述べんとナる林の構造を示す一助となし. 且つ構造の大目告を一目瞭然たら しめんが主主

用試験地夫々 SSE より NNW に封角線を設け.第 1 ~虎地にては特にアカマツ及スギの大経

木の個所を通りて更に 1 本の線を投げ各線陀沿うて林相縦断面闘と樹冠投影固とを重きて林

相の一端を窺ふに便ならしめた。(寝民其 1，其 2 差是照〉

VI. 林の組成分 (構造)と地床植物との朕態

昭和 5 年 4 月.第 2 回樺伐を賀行ずるの際.揮伐木印付け前の毎木調査の結果を樹種別

に胸高直徳島.m. 階に分類せるも のを示せば第 1 表の 1 及 2 の如くでるる。

樹種別.直径階別本数表(面積 993 m2
) 

respect to tbe diameter of Breast Heigbt and tbe species. C企rea 993 mワ

30 35 

46 30 

1 

2 

48 311 19 

60 nu 
η4
 

戸
、υ

α
U
 

計
Totals. 

1 1,094 

11 8 

5 

1 

11 1,108 

81 

1 

1 
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、、~、~ー 直径階 Diameter 01国ses . in CID. 
一~ 

一
5 10 15 20 25 

樹種 ーー『ー-一一ー一一一ーーー『ーー一ー
Species of. trees. 

Jj.' ケカ y P、考
Betula Ermani, cham. ver. i 
nipponica, Max. 

ア ヅ -t)" Betu1a u1 mifolia, S. et Z. 13 

lJ Oastanea pnbinervis, sclmeio. 29 2 6 5 5 

" ナ ラ Qoercos serrata, Thonb. 1 4 4 

ホ ホ ノ キ Magno1ia obovata, Tbllnb. 16 1 

アプラチヤ y Lindera praccox, Bl. 1 

ヤマカ ウバシ L. glauca, B1. 7 

守ノ、ミヅザクラ PrllllOS gray姐a， Max. 9 d 3 

ヶヤマザf グラ P. serrulata Lindl. v町 pubescens， Wi1. 4 5 5 6 生

ザイフリポグ A回elanchi町 田iatiω， O. Kock. 1 2 1 

-r; v コロ も〆 Pourthiaca villosa, Decoe. 2 

ア メキナ V Micromeles alnifolia, Koehne. 1 

ウラグロノキ M. japoロi阻， Koebne. 6 6 2 1 

十 て? ナ シ Oormlls Tschonoskii, Koidz. 1 

ア ヲ ~、 Jj.' Ilex macropoda, J山q. 13 19 1 

y リ 3ミミ ナ Euonymus oxyphylla, Miq. 18 2 

メウリノ キ Acer crataegifoliulll, S. et Z. ‘> 生

アサヒカヘデ A.pict鮱1 Thu�. V稠 djssectüm, wesr_û, 3 1 21 

V ラサノ、カへデ A. Sbirasawanum, Koi�. 8 1 

ヤ 7 弓己 ミ う3
A. P品lmatum ， Tbunb. var. 20 8 1 
8epte0l1obium Koidz. 

コノ、ウチ，、カへテ・ A. Sieboldianum, Miq. 18 9 1 1 

ア ワ 7' キ Meliosma myriontha, S. et. Z. 1 r 

::l 三〆 ア プ
AFc.anet thSo. IJarlazstcladophylloides, 

�< "b .1 ツ メ Kalopanaxi nnovaus, 11むq. 2 1 1 

ヤマバ守 も〆 001"口口s kOllsa, Bllerg. 1 

q 十 -r; 7' 01etbra barbinervis, S. et Z. 2 1 

司、 キ ヂ Pieris el1iptica, N akai. 5 1 

ナ グ ~、 セ!・ Vacciniul11 ci1iatum, Thunb. 2 

Jレリミノ -r;る〆コ ロ Lasia口tbus j aponiclls, lI1iq. 1 
毛/

ニE ",0 ノ キ Styrax japoni岨， S. et Z. 10 1 1 

コパノトヰリコ Fraxinlls Sieboldiana, BI. 9 11 

言十 Tota1s 246 117 42 30 11 

合 言十 Totals 8~ 

備考表中樹穫の撃名は迎撃博士牧野富太郎著日本植物問鐙に ι ぁ。
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30 35 ,10 品5 50 55 60 65 70 100 
言十

Totals. 

1 

1 1生

1 48 

2 3 1 0 ・4 1 18 

1 18 

1 

7 

9 

1 25 

4 

2 

1 

]5 

1 

63 

20 

6 

1 円, 

9 

29 

29 

1 

1 

4 

1 

3 

6 

り

1 

12 

20 

4 2 2 1 461 

3i 1,569 
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第 1 去 の 2 第 II ~虎試験地

Table 1 (2) Experirnent plot II. Tbe Table of the llurnber of 

ーー一一一一一色 直径 階 ーー一D一一一io.ーm一一e一ter C1担ses. in c.m. I 
1

10 

I 15 1 四 1 笥 ld 同

樹 種 Speci田 of t四国.

モ
、、、 Abies firmo., S. et Z. 235 77 62 84 

ア カ 「事F .:J> Pinl1s ùensifloro., S. et Z . 1 

b ノ キ Chamo.c口ydaris 0 btusa, Endl. 

言十 Tota1s 235 77 62 85 77 --
ヤマナラ V Populus Sieboldiano., Miq. 4 1 

ア カ 毛/ テ・ Co.rpinus lo. xi日oro.， Rl. 16 18 1 

イ ヌ V テ・ C. Y e,loensis, Maxim. 1 

ア サ 事f Ostrya j o.ponica,: Sarg・ 5 6 1 

グ C描，tanea pubinervis, Schneio. 82 1 3 

ケ 十 キ Abelicea serrata, Mo.kino. 4 

::r ナ ラ Quercus serro.to., Thunb. 2 1 

::r フ・ ヨノ Mo.gn01io. Kobus , DC. 1 

北電 ホ ノ キ Mo.gnolia obo 'l"o.to., Thunb. 3 1 2 

h カ，. y ザr グラ Prunus subhirtello., Miq. 1 

ヤ マザごグラ P. serruh ta, Lindl. var. spo口tunea ， Mak 3 2 

ケヤマザグラ P. serl'ulo.ta Lin�l. Vo.r. pubescens �:Vil. 40 1 
'<) .>、ミグザグラ P. grayano., ~1o.x. 5 1 

イ ヌ ザグラ P. Buerperiana, Mlq. 2 
十 『司F ナ ミ/ Cormus Tscbonosk� Koidz, 1 1 

ア ズキナ v Micromeles alnifolia, Koeb口e. 3 

守ラグロノキ M. japoni叩， Koehne. 5 2 

ヌ Fレ テ‘ Rbus jo.vo.nico., L. 1 

ア ヲ ノ、 タ. llex rnacropodo. Miq. 19 6 
y 7マ ナ Euonymus oxyphylla, Miq. 3 
.言r エL 、、、 E. Siedoldio.na, Blume. 2 2 

メ '<)リノキ Acer C l'o.'匂egifo lium， S. et Z. 1 
メよ7・ 1 リノキ Acer nikoense, Maxim. 3 
'<) リ ρ~" ヵ，、テ・ A. rufinerve , S. et Z. 1 
イタヤカへテ" A. picturu , Thunb. 2 1 
力 ，、 テ" A. po.lmatum, Thunb. 5 6 

ヤマ宅ミヂ
A・ palmo.tum Thunb. var. 

1 sep.tseimeb lobitzm, k oidz. 
コ ρ t; チ J、カ へ デ A. sieboldianum , 1I1iq. 2 1 
戸 t; チ ρ カ A予‘ A. j apouicum, Thnnb. 1 1 
号/ラサノ、カへテ・ A. f:;hir国awannru ， Koidz. 5 1 
カヂカ へ テ" 1 
ア ヲ フ. キ Meliosma myriantbo., S. et Z. 59 12 
::r v ア プラ Aca日thopano.xscio.dophy lloides, F. et S. 1 
、、、 y' キ Cornus controversa, Hernsl. 1 1 
ニZ二 ';;l' ノ キ Styro.x jo.poruca , s. et Z. 13 1 
コバ ノ トヰリコ Fraxinus sieboldiana, Bl. 6 1 
グ サ ギ Clerodeロdroロ tricotomum ， Thub. 16 

言十 Toto.18 318 65 3 2 8 

ぷ晶司斗 針 Totals 85 
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樹種別直位階別本 数表 〈面積 977m2)

tre巴s， with respect to the Diameter of breast heigh七 and the species. (ﾂrea 977 mつ

35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 

74 71 41 17 8 7 756 

1 2 

1 工

74 72 41 17 8 1 759 

5 

35 

1 

12 

86 

4 

3 

1 

6 

1 

5 

1 42 

6 

2 

2 

3 

7 

1 

25 

3 

4 

1 

3 

1 

3 

11 

Jー、L 

3 

2 

6 

1 

71 

1 

1 3 

14 

7 

16 

1j 1 398 

1,157 
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前陀掲げし第 1 表によヲて略林のJ構造を窺び得ペをも更に前記第 2 回揮伐嘗時の毎木調査

の結果を試験地別. 針澗別. 捧伐前. 揮伐木、 残存木別に胸高直徳 5c.ro. 階、 樹高 2m. 階に

分類せる本敷分配表を調製すれば第 2 表の 1 乃至 12 の如くであるo

第 2 表の 1 第 I 蹴試験地. 針葉樹第 2 回揮伐期の捧伐前

Table 2 , (1) The Experiment plot 1. 

Distribution of conifer!il (most part Abies firroa) by D.B.H. 乱nd total height classes. 

(before 七he 2nd selection cuttillg.) 

ト2 I 担卜6 吋認

1由40111 103 a 

@ 
5 1251 2① 03 376 3.6 

I① ① 
10 2 50 9 268 7.7 

① ① 
15 17 品5 48 11 1 1 164 11.9 

① ① 
20 2 25 18 49 16 1 112 15.0 

-1 ① ① 
25 2 3 34 27 3 71 16.5 

I① I ① 
30 1 5 19 15 6 48 18.9 

35 10 18 2 31 19.5 

40 1 13 品 1 19 20.5 

45 2 1 3 19.3 

50 3 2 7 21.1 

55 ] 31 2ιo 
一

60 1 3 23.3 

65 。 色

I 
70 1 2 26.0 

100 1 26.0 

T!1aIs 1 126 1 割判 1241 ~I 84
1 ~I 刊 ~I ~I 151 31 守怨|

Coefficient of Correlation (の=+ 0.804土0.007

凡例 Legend.

④・・……….0印木本盟主 Number of the trees marked “0" 

1 2 ・ー・ ー ・ 宅ミ A bies firma. 

一二………・・・アカマ :y Pinus densi日ora.

1 II .. … ・・… λ ギ Cryptomeria japouiω. 

iü ....... . ー ーサ ρ ラ Chamaecyparis pisifera. 

メ司惨
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第 2 表の 2 第 I 競試験地. 針葉樹揮伐木

Table 2, (2) The Experiment ploも r.

Distribution of conifers by D.B.H. and total beigh古 classes.

(No. of th色 felled trees a t 白日 2nd selection cutting.) 

認 2 4 6 8 
1 10 1

12 14 16 18 20 言十 平均高
Totals A.H.(田〉

5 3 日 3 12 4.0 

10 1 17 2生 22 5 1 70 8.5 

① ① 
15 3 7 14 生 45 12..1 

① 
20 3 ① 16 2 21 15.6 

① 
25 8 4 ① 12 16.7 

30 1 品 2 7 18.3 

35 2 1 3 18.7 

40 1 1 20.0 

盛5

50 1 1 20.0 

55 

60 1 1 20.0 

Tota 

(
m 

(
6 

2
 

守
Anu 

n
A
 

①
日胆

司υ2
 

nu 
oa 

マ
a

O
A
M
 

nu 

n
ζ
 

W
4
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第 2 表の 3 ~~ 1 蹴試験地.針葉樹残存水

Table 2, (3) The E玄pel'imenむ plot 1. 

Distribution of conifers by D.B.H. and total height classes. 

(No. of the l'emaining 七rees at the 2nd seleωion cutting.) 

談 2 1 生 6 8 14 16 181 20 1 22 24 26 言十 |吋
Totalsl A.H.(田〉

@ 
5 1221 197 41 3 36韮 3.6 

① ① I① ① 
10 1 84 80 28 品 198 7.5 

15 1生 38 31 24 10 1 1 119 11.8 

20 2 22 18 33 1生 91 1品 .9

-1 
25 2 3 26 23 3 59 16.8 

I① I ① 
30 1 昼 15 13 6 41 19.0 

一
35 8 17 2 281 19.6 

40 1 12 4 1 18 20.6 

品5 2 1 3 19.3 

50 2 2 1 6 21.3 

55 1 3 24.0 

60 1 E 25.0 

65 。 。

I 
70 1 2 26.0 

100 1 26.0 

To計tals 1|1ムm“υl| aムOU|| ①ム25 (' 
守宅Sl

r= + 0 .906土0.004
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第 2 表の 4 第 I 競試験地、 潤葉樹揮伐前

Table 2, (4) Tbe Experiment ploむ1.

Distribution of broad leaved もrees by D.B.H. and 七otal beigbも classes .

(before もhe 2nd selection cutting.) 

執 2 1 ， 1 ， 1 8 1 " 1 ，， 1 ，，卜61 ペ四 I4426ME
① ① ① 

5 11 102 54 60 26 3 246 6.1 
① ① ① ① 

10 1 3 23 39 26 20 5 117 10.7 
① ① ① ① 

15 2 5 8 15 11 1 42 15.5 
① ① ② 

20 日 11 3 30 16.7 

25 2 1 4 』 11 17.8 

30 1 ‘> 1 1 6 19.7 
① ① 

35 1 9 1 4 20.0 

40 1 1 2 23.0 

45 1 1 2 24.0 

50 

55 1 1 26.0 

TLs l 1卜031 571S12142121212|214 3| 皐|
r= + 0 . 8壬1土0.009

殺|
5 

10 

15 

20 

:主J

第 2 表の 5 第 I 競試験地. r閣葉樹揮伐木

Table 2, (15) Tbe Experiment plot I. 

Distribution of broad leaved trees by D.B.H. and total beigbt classes. 

(No. of tbe felle� trees at tbe 2nd selection cutting.) 

4 6 8 1 日 12 14 

2 5 6 8
1 1 

り 11 

2 

16 

① 
11 

3 

3 

① 

6 

d 

( 1 
101 

18 言十
Totals 

22 
② 
3壬

1 12 
① 

① 7 

弓三 1主J 高
A.H.(m) 

8.1 

11.8 

15.0 

15.1 
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第 2 表の 6 第 1 ~虎試験地.澗葉樹残存木

Table 2, (6) The E玄perirnen七 plot 1. 

Distribution of broad leaved trees by D.B.H. and total height classes. 

(No. of remaining 七rees at もhe 2nd selection cu此ing)

議)1 2 4 日 16 1 18 1 田 1 221 24 
26 T言o十ta1s 平均高

A.H.(皿3

① ① ① 
5 11 100 丑9 54 18 21 224 5.9 

① ① 
10 1 3 21 29 15 9 5 83 10.韮

① ① ① ① 
15 2 3 5 9 10 1 30 15.7 

① ① 
20 3 7 10 3 231 17.1 

25 2 1 4 4 11 17.8 

30 1 2 1 1 1 6 19.7 

① ① 
35 1 2 1 41 20.0 

40 1 1 21 23.0 

長5 1 1 21 2益 . 0

50 

55 1 1 26.0 

T言o十L1s 1 11 ベ 空 2~l _~1 集|
t 

r= +0.877土0.008
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第 II~虎試験地.針葉樹探伐前第 2 表の 7

Tbe Experimenむ ploも II.Table 2, (7) 

Distr仏utiol1 of conifers (most part Abies 五rma) ， by 

D. B.H. and もotal beigbt classes. 

(before the 2nd selection cutting.) 

。

3.6 

7.8 

12.9 

計 |平均高
Totalsl A .H .(田

① 
235 

竹
①
回
G
白
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②
円
①
日

①
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①
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1 1 
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\党J
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5 
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15 

3 20 

25 
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20 

18 

4 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

① 65 

70 

24.7 

町一「戸釘じ片可-
26.0 

3 

1 

1 

1 

2 75 

80 

詐 I ① i ①1
T~tals 1 75i 135 581 

f= 十 0 .885土0.005
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第 2 表の 8 第 II~虎試験地.針葉樹捧伐木

Table 2, (8) The Expel'iment plot II. 

Distribution of cOllifers by D.B.H. alld 七otal beigbt classes. 

(No. of the felled tre巴s at the 2nd selectioll cutting.) 

問 2 1 4 1 6 1 8 10 112 114 1 川 18 1 20 1 田 | 品14 21
5 51 11 。

10 d 5 4 3 1 
① ① 15 5 61 10 6 
① 一

① 20 91 18 9 2 

25 11 10 11 7 17.7 
( 6 30 12 9 2 

35 3 品| 1 8 19.5 

2 1 3 

昼5 3 21.3 

T~t~ I 51 l1j 6) 51 9) 91 211 ~I 371 251 81 到
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第 2 表の 9 第 II 続試験地. 針葉樹盛存木

Tnble 2, (9) Tbe Experiment plot 11. 

Distribution of conifers by D.B.H. and total height classes. 

(No. of the remaining trees at the 2n<1 selection cutting.) 
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第 2 表の 10 第 II ~虎試験地澗葉樹揮伐前

Table 2, (10) Tbe Experiment plot II. 

Distribl1tion of broad leaved trees by D.B.H. and total height classes. 

(before the 2nd selection cutting.) 

引い 1 ， 1 ， 1 ，， 1 ，， 1 ，士 1 " 1-,, _ 1 

5 | 21 & 1 9:1121  4 
10 

①
国

2 1 計 | 平均高Totals I A.Fl・〈回〉

( 1 

21 

J1l ;l ; 
1: 1 ( 0 
①引l ①司 111 1 1 包

2司| 2司I I 2イl 宅守| 雪1| 14| 2到s4 ; 

2 15 

20 

25 

30 

35 

1 

r= 十 0.799土0 .01 2

第 2 表の 11 第 II 脱試験地. {，悶葉澗揮伐木

Table 2, (11) The Experimenむ plot II. 

Distribution of broad leaved trees by D.B.H. and to古al height classes. 

(No. of the felled tl'ees at the 2nd selection cutting.) 
‘' 』匝

5 

留ま| 4 6 s 10 12 言十
| Totals 

① 
57 

卒均 高
A.H.(田〉

6.3 

10 10.0 

15 6.0 

ーふ | ① 

T;tals I 19 I 19 I 
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第 II 続試験地. 潤葉樹残存木第 2 去の 12

Tbe Expel'iment plot rr. Table 2, (12) 

Distribution of broad leaved trees by D.B.H. and total beigbt classes. 

① 

21 1 1 51 3 

卒均高
A.H.(m) 

5.4 

19.0 

9.2 

16.0 2 

2
(
8 

(No. of tbe remaining むrees at tbe 2nd selection cu tting.) 

22 I 20 I 

1 
1
(
6 

18 

2 

16 10 s 。

樹高田守
a.c. 
\ム(回〉

車歪階\
D.C. 、、

(cm) 

10 

15 

20 

D 
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(
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( 1 
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気
|
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剖
|
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25 
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r= +0.835土0.011

三えに第 2 表の 1 ， 4, 7, 10 ~とより樹高曲繰及胸高直保階別本数分配曲線を霊けば第 3 闘及

第 4 園の如くであ る 。

第 3 園を見るに同一直径階のもの ム 樹高は第 II 続試験地のものは第 1 ~虎地のものより高

く 雨試験地共大間に於て潤葉樹は針葉樹より高し.一般的に針葉樹と潤葉樹の樹高曲棋を比較

するに針. j間夫々 の単純林では針葉樹の方が高きを常とするも . 事十潤f昆樹林では澗葉樹の方が

高き事買は天然生林では屡遭遇するEEである . 是は針j閤混清林に於ける潤葉樹は陽光の要求上

樹高は針葉樹と同様に生長し針葉樹の最高林冠暦と同似高或は夫以上となるも共樹冠は針葉樹

の樹冠に側監されて著しく 狭小とな るを常とする結果、 肥大生長遅設とな Þ . 1主に樹高曲線卸

同一直徳階の樹高が比較的高 く なるもの と思考・される口

而して是等樹高曲線の性質を園上に考査して見るに

h~ c凡e-d+m d loglO(h-m)=d lOglo Ol.ーβ loglO e

Diameter at bre田t beight base of natural logaritbmョ
d =胸高直径 e = 自然封数の基童文

Heigbt 
h=樹高但v

breast height 
lll =胸高1.2m

Constants 
α， ß=常数

といふる関係式で示 し得るものと考へた口

仇て第 I 競試験地針葉樹第 2 目標伐前 1，108 本. 同第 II 蹴地針葉樹 759 本. 開地合1m閤

葉樹第 II 回揮伐前 859 オ立に よ り 上記関係式の常数を求むるに
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第 3 回 第二回捧伐期に於ける樹首i 曲が，;~

Fig. 3. The height curves on D・B.H. before the 2nd s巴lectioll cu tti口 g.
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第 4 国共 1 第二回探伐期陀於ける胸高直

僅階別本数分配曲線

Fig. 4. (1) Distribution of tree吉 by D.B.H. 

just before the second selection-cutting. 
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第 41剖共ノ 2 本数分配曲綿第二回揮伐

残存木 (針葉樹)

Fig. 4. (2) Distribution of tre日s by D.B 

Rerna瓜i口in】gs試ta創11叶d of the se閃c∞ゆnd s鈎elecωtiOIひ"ｭ-. 
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第 I 競地針葉樹 ﾙ log (h -1.2)=1.4419 d -13.737,1 log e. 

第 II 競地針葉樹 d log (h -1.2) = U386 d -12.86381og e. 

I 競.II 統合併潤葉樹 d log (h -1.2)= 1.45゚6 d -11.3026 log e・

255 

と なる、以上の童文式により夫k算出した樹高を賢験樹高と比較して見ると各直控階の樹高では

較差左程大きくなく Eつ正負を交互に繰返へしてゐるので前の曲線式は大骨量化本試験地の夫k

の樹高曲線式と看倣して差支ない ・ ヨえに本試験地立木の胸~直待ー階別本数分配欣汎を見る篤頻

度曲棋を霊けば第 4 圃其 1 の如くであ る . 即ち I ~虎試験地では . 針i間共大植に直搾大となる

に従ひ著しく本数を漸減して居る(只針葉樹の 5ûc.rn. 物が 45c.m. 物より多数あるを例外とす

るのみである)も第 II 競試験地では針j間共胸高直{.Ij.~ 15c.m 階までは直揮大となるに従ひ甚

著しく本数漸減するも胸高直保 20c.m . 以上 35c.m . までに*数増減を繰返へし寧増加せる欣態

となり 4ûc.m . 以上に至 り 再び漸減する . 市して第 II ~虎試験地の細きものを除けば雨試験地

共. 針葉樹(主としてモミ 〉 の本数は潤葉樹の本数より遣に多く . 而して I 続地の 60c.m . 以

上 . II 披地の 40c.m . 以上の澗葉樹はなく ・ 特に第 II 披地陀於ては 15c.m . 以上のものは極め

て少数を止める紋態である 、 是前述の如く第 1 回の揮伐で第 I 競地ではモミ . アカマツの良

木に特に支障を来さざる限り澗葉樹は可成之を残し第 II 競地ではモミの更新上必要を認めざ
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る限 Þ . i闇葉樹は可成伐採するととにした結果でるる。

但しままにた断りして置くのは第 I 披試験地の本数分配曲線はtror 競地全瞳が一様に此の曲

税で示される如く各直位階の本数が分配されてゐ るのではな く潟員共 1 の profile cbart に 明

えに如〈面積の宇は第 II~虎地に近似の林相を講す も他の字分は中径木.小径木を以て構成され

てゐる.是を合併しての本数分配曲線であるか ら . 1 ~，虎地の曲線は夫が其盤 I 棟地の全瞳を通

しての各直徳階の本数分配欣侃卸林の組成を示す ものでな いととに留意され.前記 profìle

cbart と双方見くらべて御考査を乞ふ次第である 。

故に第 II ~虎地の本数分配曲線の方が(第 1 ~虎地の過壬|三は是と近似であり)本試験地の本数

分配の欣態聞各直偲階の樹のi混清欣汎卸林の組立を表すものと認めて差支なく従クて曲線の性

質を吟味するにも第 II~虎地の分陀慎値があり第 1 ~;虎地の曲線には意味少き もの と思ふ。

今順序として第 1 ?};虎地の曲線より 考査するに

n=ceM 

なる闘係式で表し得る様I'l:認めたので.第 2 回搾伐残存木の分配数を使用 して其常数を求め

ると

n=601. 73 e -O.09G5d 

とたる.此の数式で算出した値は賞験値に3討し1段差梢大なる範園もあるが第 4 園其 u亡示す如

く大障に於て一致するので上記の関係式は I 抗試験地全地の針葉樹の各直1'ff階の本数分配妖態

を示すものとして差支なきものと思J唱

ヨえに第 II~虎地の方を見 るに 15c.m. 物まで. 15c.m. 物以上 35c.m . 物まで.及 35c.m . 物以上

と大槌 3 つの範固に分ち得るが如く、市して 15c.m. 物以上と 35c.m. 物以上との傾向は第 I

t虎地の曲線と同じく指数曲線式に依って表し得るものと認めるが. 15c.m. 物以上 35c.m . 物迄

の範囲は直総式に依るも差支なき蹴汎を呈する.併し是も同じく指数曲忠良の一部と看散し夫k

n=ce.d なる関係式により常数を求めた、 削ち

15c.m. 階以下の範園は

15c.m . 階以上 35c.m. 階までの範圏は

35c.m . 階以上の範園は

-O.2073d 
n=611.93e 

O.0219d 
n=27.485e 

-O.0914d 
n=1220.7e マ

~p ち 30の指数曲線の組合せ師二頭的分布曲線化依って示し得る形に分配されてゐるのである。

斯くて前記の本数分配蹴汎より考察するに . 1 説試験地は全樟を揖きくるめて考へると街林

型 I~ に相富ーす る状況tを櫨績してゐるが. II ~虎試験地では二度の捧伐により漸く林型 IIõ Vて

近似する扶視を出現する傾向を示す様になって*たのである . 市して此の林型の蜜移は雨試験

地の林型に夫k趨If~せ る如く捧伐木を選定せしととと個木の肥大生長に よる直佳階の進級及新

に測定し得らるるに至クた本数の増加l等に因るものである.今其各直控階の本数の動き献汎を

一目瞭然たらしめる霜めに是を園示すれば第 5 園の如くで、ある。

F 
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主主に直控階の動きに因み極めて稀ではあるが上唐木中の枯損木或は樹勢衰へたる樹木を観察

するに夫の樹冠の位置が隣接木の樹冠の矯め 日 蔭の位置に在り枝葉の大部分が日蔭葉とな り居

る*~lを其僚に残し.或は隣接木を伐り過ぎて念激陀その 日蔭葉の全部を直射光線下に曝露した

ものに多く 、 是は選定の際に気付かぎりし不注意に基けるものである . 此の如き情J兄の鑑査は

聾伐木選定上決して見逸すべからざる ものであ るととは本試験に依って得たる大きな牧穫でる

る。

地床植相調査成績概要

雨試験地内{にζ設置せる 1叩Om. z卒F方の正方形j地也床植相調査tに乞 f依t交ミる各種植物の分配去去:-;]並F主‘比tに亡共位芭

園は術将予来t-Eの調査結J果是とと-f併i

試験地を踏査 して可及的入念Uにて頻度を調3宣主した結果陀前記正方形地床植4利相f打1調査地の調査わ結」来兵

をもカ加日味して大艦本数の多いものから列記して見る と主弐穴の様でで、ある 。

第 I ~虎試験地 木本類

モミ 、 キヅグ 、 アカシデ. ヤブカウジ. サンセワ、ヌ;L-デ、アカマツ . コパノトネリコ . ア

ブラチャン . マユミ . コナラ 、 ツツジ. ツグウ/レシ . アヲハグ. ウリ ハグカ ヘデ， ハナヒリ

ノキ . シラキ . ガマズミ . イヌシデ. ゴンゼツ ‘ コゴメウツギ . ムラサキシキプ. ヤマモミ

ヂ， サルトリイバラ . コ ハ ウチハカヘデ. ヤマザクラ . ケヤマザクラ . クリ . ツリパナ 、 ホ

ホ . ス 2F . ヤマウノレシ . アズサ. ヤマツツジ. ク ロ モジ. オトコヨソゾメ 、 シラサハカ ヘデ .

ワ ハミヅザクラ . ア サ ヒカヘデ 、 ヤマワノレシ. メワリノキ 、 ヤマカウパシ . イポグノキ . ネ

ヂキ 、 シラカシ. ウシコロ シ. ナハシログ、ミ . アキグミ . アケピ、 エゴノキ 、 グカノツメ .

アサグ . "'"ガイチゴ 、 キイ チ ゴ . ザイフリボク l "'"シキギ， リヤウプ、 コクサギ 、 グラノキ .

カヘデ. アワプキ . ノ ブグワ . オ ェ ドコロ . サハ ラ . サハ シパ. サウシカンパ. アズキナシ .

ヤマナシ 、 ヤマパウシ. イグヤカヘデ. ウグイカンパ. カチ、カヘデ. アズマネザサ等。

草木類

ヒメヤプラン 、 キツカフハグマ . ツボスミレ . リ ワノヒグ . ホドイモ . チゴユリ . カンスゲ .

ヤプラン， イハカガミ . スミレ . キリンサワ . ツ Jレリングワ . ヤブグ ノ〈コ 、 ヘクソ カヅラ .

ツルマ メ ， リングウ 、 アキノキリンサワ . ガンクピサ ワ 、 テンナン シヤウ . ヤマ ノイモ . ヤ

マユリ . シュンラン. ヲカ トラ ノヲ ， オホパ コ . ヤプレカ・サ. サヤヌカグサ. ジシパリ . チ

ゴザサ. スヰカヅラ . ノギク . チガヤ . ヤブジラミ等o ' 

第 rr 蹴試験地 木本類

(1) I 暁地化在りて II 披地に全く無きか或は殆んE無きもの。

木本類

アブラチャン. ツ ツ ジ.ハナヒリ ノキ . アヅサ 、 ヤマカワパ シ、 クマザサ. アキグミ . ザイ

フ リボク . リ ヤウブ. グケカンノ九 ウグイカンノミ. .ヤマノξ ウ シ 、 スギ. グラノキ。
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革本類

キリンサワ.ツノレ リ ングワ.ヤマユリ.シュンランO

(2) 1 競地に全く 1尽きか或は殆んどなく II ~虎地1tC在るもの。

木本軍j

メダケ.ヌルデ.マンサク.ナツハ-1i.ミヅキ.メグ、スリノキ，ヒノキ.コブシ . ヒガンザ

クラ.チゴザごイサ.ヤブカウジ. シラカシ。

草木類

キジムシロ，サヤヌカグサ.ヘビイチゴ.ウマノアシガグるヱピ、ネ、ヒメユリ。

1;11幾分の調査漏れのたいとは謂へないから第 I 競地に在てって第 II ~.虎地に無く . 叉第 II ~.虎

地に在って第 1 ~虎地に無いもの等は勿論結封的確定のものではないが. 雨試験地の地床縞物

の大1~iiは窺ひ得るものと思ふ.卸ち立木の関係から第 n虎地は地床附近は明るく地床は乾燥し

てゐる個所が多い， 勿論局部的陀陽乾個所と蔭乾個所とあり植物も自ら異る.第 II 耽地は是

と幾分趣を異にし大轄に下康は暗〈地床は潤を保ち . 直射光線を長く受ける個所は少〈局部的

には蔭乾個所と蔭揺個所とあ JJ :/3也床植物も夫々異るものがあり.ヤブカワジ等の群落個所もあ

る口(寓員其の 14 参照〉

ヨ穴 lセ下唐幼稚樹の年齢並比高さを調査した結果1tC依れぽモミの稚種は各種の澗葉樹と殆ど相

前後して第 1 回捧伐後聞大正 14， 15 年頃殻生せるものが多い，併し乍らモミは他の澗葉樹に

ょとし上長生長建設なる篤クロモジ. コナラ.クリ.ヤマザクラ.カヘデ. アカシデ . コバノト

ネリコ . アサグ. ワラジロ . コゴメウツギ. ムラサキシキブ， サンセワ等の下に在1) i間葉樹の

樹高の t 位である。
以上により本試験地の外形的林型の概l絡を察知し得るのであって前述せし如く Tichy 氏の云

ふ Femel walcl. C. Wagner 氏の云はれる蓄積貧弱なる捧伐林と云ふのに設、官し私共の云ふ林

型 1" に相嘗するものであって現在材、は成立後向 100 年を出でされる幼祉齢木に よって構成され

て居るものたれぽ天然生林と しては蓄積少き方である . 併し乍ら是が主主施業容易にして所謂現

想的探伐休型 IIo (幼.月士. 老の各齢級木が各j晋を寓して埴首tて混請し7K卒的f亡も垂直的にも

最も経済的に組合はされたる形〉に導き易き伏態である.只現在林は天然に成立せる怪 40-50

年開放置され居りたる結果として上唐c!1:I:l鈴樹 ) と下j晋(稚樹) とより成 り 其中間居を矯すも

の少きを不充分とするものである。

VII. 林齢及林の成立過程

前Irc述べた様に して調査 した揮伐木の樹齢、を 10 年毎に. 其胸高直但を 5r.m . 毎に . 幹材積

を 0.lm3 毎陀分類し樹齢と胸高直徳及樹齢と幹材積と の相関表を試験地別.針j間別化調製す

れば第 3 表及共附表の如 くでるる。

/ 
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第 3 表 樹齢と胸高直俸との相関表

'fab1e 3. 'fhe correlation T乱h1e betwcen tbe age and Diameter. 

共の 1. tf� 1 ~虎試験地針葉樹(モミ〉

(1) Conifers (Abies rrrma, S. et Z.) in tbe experiment plot 1. 

nu 
n
L
 

戸
川u-

n
U
 

守
よ

1 

21 5
6

2

 
1

i

o

A

 

24 

司
J
o
-
-

ε
J
 

l
 

十

h

吉
H
H
OT

 

n
u
 

po 

1 

4 10 

1 8 

4Li 

1 24 

3 

2

7

0

2

 

1
 

4

5

1

2

 

T
ム
。
。
口

4

37 

65 

2 1 1 50 

9M 

司
i

司
iE

 

E
1υ
 

刈
塗

n
U
 

円42
 

司
i

1 11 

11 1 

173 

平均直径 m.d =15.145(c.ru.) 

平均樹齢 m.n=9l.211 

相関係数 "( =+0 . 383土0.0必

キ目閥比 η= +0.449土0.041
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共の 2. 第 I 蹴試験地 j悶葉樹

(2) Broad-leaved trees ill the experiment plot. 1. 

おヤl 5 10 15 20 T言o十tals 

10 2 2 

20 s 3 11 

30 7 5 1 2 15 

生日 3 19 10 5 37 

50 。 2 1 。

60 2 ‘') 

70 2 2 

80 1 1 

言十
Totals 

共の 3 第 II ~.虎試験地針葉樹(モミ 〉

m.d. = 10.267(c .n斗

ru.n.=36.800 

γ= +0.286土0.072

可= + 0.508:!工0.058
,. 

75 

(3) Couifers (Abies fi r ma, S. et Z.) in the expel'iment plot II. 
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共の 4 第 II 競試験地 潤葉樹

(4) Bl'oad-leaved trees in the experiment plot. II. 

?( 5 10 15 言十
Totals 

10 31 31 m.d. =9.000(c.ll1.) 

20 9 毛L 1 14 m.u.=20.571 

30 14 4 18 y= +0.40品土0. 068

40 3 1 4 η = +0.57 5土0 .054

50 3 3 

I 57 I 12 1 70 

第 3 表 附 4鋤告と幹材積との相閥表

Table 3. supplement. The cOl'relation Table between the ages 

and Trunk-wood volumes of the 主rees .

其の 1 茸'ç 1 蹴試験地針葉樹(モミ〉

(1) Conifers (Abies :firma, S.ω Z.) in the e玄periment plot 1. 

ぶ?l z l zIz 512lzlzlsH1515 
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90 321 17 品 6 品 1 65 
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百a~ 1 951 32 ;平二「品I 2/ 1 11 11 1 11 I l~1i 1-111 ~ 

γ= +0.330土0.0必

可 = +0.528土0 . 037
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共の 2 第 r ~虎試験地 j悶葉樹

(2) Broad-leaved tr巴es in the experiment ploも1.

~、 V斡.C大.f 〈層m階3) 
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明E\\\\ Totals 
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其の 3 第 II 蹴試験地針葉樹(モミ)

(3) Conifers (Abies firma, S. et Z.) ill the experiment plo色 r 1.
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η= +0.672土0.028
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其の 4 第 II 披試験地 j間葉樹

(4) Broad.leaved trees in the 

experi日1ent plot II. 

0.05 
樹齢階

T.Ã.C.'" 、、-..._

10 
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30 

40 

50 

To言t十als 

31 

14 

18 
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3 

70 

第 3 表で先づ樹齢の頻度を見るに第 I 競地の

モミは 70 年乃至 110 年tて互 Þ 90 年生を主轄と

し叉平均樹齢も約 90 年である，海j葉樹は 10 年

乃至 80 年生で 40 年を主瞳とし平均樹齢、は 36.

7 年である、第 II 競地のモミは 60 乃至 120 年

に互り主輯は第 I 競と同じく 90 年で平均樹齢も

約 90 年である、但し第 II~虎地の澗葉樹は 10 年

乃至 50 年にして卒均樹齢は約 20 &fであうて第

I 披地の夫より造に若い.是は前項に述ぺたる雨

地の潤葉樹に封ずる揮伐方法の相遣に因るもので

ある。(後に掲げる第 14 表参照〉

ヨた陀第 3 表で、出現本数分配のAA汎誌に夫々の相

関係数及相関比等を見るに第 五披地のモミ丈は

樹齢、の多くなるに従ひ胸高直径も大きく共聞に柏

高三たの相関々係あるを認めるも共他のものは何れも樹齢と直俸との間陀特に認、むべき関係、がな

田.v.~0 .050C皿勺

lTI.n. =20.571 

い ョ 尚南試験地共モミでは 5c.m . の直径階の樹も其樹齢は 60-70 年生とたって居る 、 是れ等

は年輪調査の項に支!l;ペたるが如くモミ の生長遅緩時代田被!Æ時代の長がかりしを物語るもので

あるロ

そとで私は是が開係を判然たらしめる震に毎木を調査した材料十てより生長極端に遅較であっ

た時代の年数を各個木の樹齢より控除し生長常態となった後の年数 (Wirtscbaftlicbes Alter . 是

は森林施業の封象物となってからの樹齢であるから施業齢と詩して置く〉を求めた之れは生へ

た樹が林木として立ちあがり初めてからの年齢でるる.此の施業齢を前と同様 10 年毎l之 、胸高

直俸を 5c.m . 毎にして相閥表を推へ.向 10 年毎ーに真の樹齢と施業齢との相開表を鉾へると江5

4 表及第 5 表の如くでるる。(第 6 園差是照〉

第 4 表で胸高直俸と施業齢との聞に. 叉第 5 表で真の樹齢と施業齢との聞に何等認むべき

関係無きを見る . 是れモミ費生後一定年数の生長極端に遅綬時代あるのではなく昭和 5 j'子宮

時より平均約 40 年前 (30 年乃至 50 年前〉の約 20 年聞に詰・時の土木が雨 3 固に互り伐保さ

れ. 官時下唐に被墜されてゐたモミは建生後 40 年乃至 60 年. 卒均約 50 年間生長極端陀遅

緩な りしととを物語るものであって. 本林の主林木は常態の生長を開始してより卸施業齢は{主

に卒均 40 ,{f- (30 乃至 50 年位〉本年に於て卒均約 45 年位のものである、(窮度其 1.5妻照〉

但し本語員は生長旺盛となりて後 10 年聞の生長量特に著しく大なるものの一例である.叉i開

葉樹に於ても雨試験地共第 1 回擦伐陀嘗り大但木を残存し置きたりとせば現在林に中心部の

生長不良部分を含み 70-80 年を敷ふるものポツポツ存立し居るものと思慮されるD
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第 4 表 胸高直俸と施業齢との相開表

Table 4. Tbe corl'elation Table between Diaroetel's and economic 四es.
、 ー

共の 1 第 I 抗地 針葉 樹 モミ

(1) Conifers (Abies 五rro乱， S. et Z.) in tbe experiment plot 1. 
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共の 2 第 II 競地針葉樹モミ

(2) Canifers (Abies firma , S.ω Z.) in tbe experimeot plot II. 

--...___、、
--...____、、姥\EZE.A爾.C.階

30 品。 50 言十
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76 

m.d. =24.539( c.m.) 

m.E.A.C.=39.868 

'(= + 0.317::!::0.070 

η= +0.483土0.059

第 5 表 民の樹齢と施業齢との相関表

Table 5. Tbe correlation Table between tree ages and economic agω. 

其の 1 第 I 競地針葉樹モミ

(1) Conifers (Abies firma, S. et Z.) in ぬe ex:perime凶 plot. 1. 
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其の 2 第 II~虎地針葉~í苛モミ

(2) Conifer (A.bies fìrma, S. et Z.) in 七be experimental plot. II. 

"~、 施業齢 I I 
~......._. E・A.C. I 30 I 40 I 50 I 60 I 70 I 80 I 計
樹齢階 ".... tJIJ ! ":1V <JU I V U J \,.1 U V ¥ Totals 
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m.T.A.C.=97.368 
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γ= + 0.466土0.061

η= 十 0.833土0.024
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ヨえにアカマツの大木の直僅誌に樹形容姿等を翻るに 200-300 年を経過せる前代のものと認

めらる，向同園有林 3 林班陀小班(黒磯上 P 至りて手前〉で寓真其 16 の如くアカマツ老齢林

下にモミ績行せる貰j伏を見るに及び本武喰地現在林の構造を来たせる過程は大盟主えの如く想像

されるのである. ~pち以前上唐はアカ マツを主轄とし其聞にそミとスギ. ヒノキの極めて少量
, 
『

賠在し.倫コナラ . ク九アカシラう ヤマザクラ. カ ヘデ類等のf閤葉樹介在せるもので其下に 声

は相嘗日蔭なりし主主母樹としてはアカマツ最も多きに不拘アカマツの雅樹は生立し得子、 アカ

マツに比し母樹は少きもより封蔭性の強きモミ がJ閣葉樹とf昆滑して積出し所謂天然生の 2 唐

林なりしも嘗時は上居林冠相等穆閉し居りて.下唐木はひどく被~ーされ居りしものと想定され

る。斯る林に劃し今より約 55 年前より約 20 個年tて瓦り雨三回其の上唐木を伐保利用した結

果.被塵状態に在った下唐木は充分なる陽光と空間とを得て旺盛たる生長を開始し同時に其合

間々.k~て潤葉樹が蛮生しモミが護生し第 I IDn地では部分的にアカマツも成立して第 1 回揮伐前

の林相と成1:> .其後前に述ペたる如き伐り方で今日 の林相に導去来れるものであ る。

ヨえに寝具其 15 で第 II ~.虎地 741 競木モミ の生長経過を見るに(毎木何れも其生長過程は此

の 741 ~.虎木と大同小異陀して只常態の生長を開始して 10 年聞の生長量がそれ程著しくない

丈であるλ年輪幅著しく 狭小となてコた年数 50 年を数へ.是に此の園盤採取高. 地上 15c.m. ま
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での生長に要せし見込年数 10 年を加へれば共生長著しく遅設なりし時代は責に 60 年となる

に拘はらす=共上唐木が除かれ環境最良しきを得れば著しく共生長は促進されるものである事が

知れる.是等の責例に徴して考ふるに樹木は或輿へられたる地位では或一定の大さ迄生一長ずる

もので其蛮生の首初より環境良ければ今般り に 150 年位にて共一定範園の大さに成り生長を

殆んど休止するものとすれば.若し設に琵芽首時より 60 年間被塵欣態に在 P て共生長:著しく

遅緩で常態に於ける 10 年聞に相官ずる丈忙しか生長したかったとするも 60 年生になり上層を

取除けば其後生長旺盛となり員の樹齢 200 年.施業齢、 140 年にして共或一定範囲の大さに達

し生長を殆んど休止するも のと思考される . !1lP前者は 150年の樹齢に達せる鴛生長を休止した

のではなく . 輿へられたる地位で定められたある純国の大さに成ったから其後の生長が鈍った

のであるととは後者の例で明で、ある、I3P ち樹木の誇命なるものは樹齢より寧其の太さ(立地陀

於げる 〕に関係の深きものであると思はれる . 即ち前例でïÌ有者は 150 年で殆んど生長を休止し

200 年で衰弱枯死するとしても 、 後者が若し費生後 100 年間披~朕態tてあり共後好環境に置

かれたりとせば 200 年頃は未だ生長旺盛中に在り 250 年にして其生長休止し 300 年陀至り て

始めて衰弱枯死するものなるととは八ヶ識等の天然生林で屡々貫見した事責である . のち樹木

は動物の如く或る時代(定められたる年齢範園〉に於て育ち遅れ(太りそとない)をナれば、

もう 一生涯一定の大さ迄に太れないと云ふが如きととなく遅く興へられたる好篠件の下で嘗初

の所謂太りそとないを取返へし得るものである . 但し樹木の誇命も勿論樹齢陀関係ない事では

あ る まいから橿端tて長年間被墜されたり とせば其後好環境を得るも前記の如く生長し生存し績

かないのは首然ありと思惟する。

上述の如く樹木は限度はあるにしても或程度迄は長く被墜欣態に置かれたる老齢の小樹が好

環境を得れば若き稚幼樹と同様の生長を属すと云ふ此の性質は天然更新上観過し得ざる重要事

項で私共の山の取扱上注意すべき事柄と思、ふ。(弟、 6 園参照〉

VIII. 材積計算及蓄積立立に生長量と捧伐量(第 5 国会的

J. 第 2 回擦伐嘗時の材積計算

揮伐木の全部に付幹材積は夫々フ ーベル式直分求積法により 2m. 毎に直分して測定計算し

て夫々集計したものである . 然るに針葉樹では第 1，第 II 雨試験地の樹高は第 3 聞に見る如

く試験地別に幾分相違ありと認めらるるから試験地別に直徳階に関係せしめたる材積曲税式を

求め夫々試験地別に残存木の幹材積を算出したのである.市して滴葉樹は樹高曲線を考察する

に雨試験地のものの幹形大同小異と看倣し得るので雨試験地の材料を合併して前同様直俸階花

関係せしめたる材，積曲線式を求め各残存木材積を算出したのである.今材積計算を記述する前

に幹材積を胸高直徳階のみに闘係せしめたる材積曲線式に依りたる理由に就き明説明を加へる

とととする。
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第 6 図樹幹 fW・ 椋

Fig. 6. Stem analysis. 
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第 6 闘

Fig. 6. 
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第 6 国

Fig. 6. 

〈其の 3) 第 1 !ir}è 試験地アカ Vデ 3壬7 盟主木

(3) C.trpilllls laxi日01'!1， Bl. No. 3生7 in experime口t p10t 1. 

16 トー 樹高生長曲線

14.8 Re'gl ~ llr，es 

14 

14.2 
12 

樹

高 10
13.2 (111) 

ト

レ/
γ 

レ/
s 

Height 
(m) 6 

4 

z 

/ 
レノ /X \‘ 

トー

しJ~/ 
'x- 尚、、

トx....._

世2

日 12 ，一一 幹材積生長[111線

幹白10

林
手議 0. 08

(711.う
0.06 

m. _ 0.0.4 
1.2 Trun l{-W。吐

VQlume (~~! 
0.02 

lncrement cur'l'es of 

Trunk斗Vood Volume 

グ
v 

x ,.,. ド;グ

〕長生三--- -

/ 

ー.ー

r-.x 

---, 

ー

。 5 10 15 20 25 JQ J5 40 
樹齢 Tree age.

--



宅三、1悶葉樹混百号、揮伐天然更新試験成績仁第一回報告コ 275 

第 2 回揮伐木の内針葉樹は試験地別f'C ~ i闇葉樹は雨試験地の材料を合併し. 夫々胸高直径を

5c.m. 毎樹高を 2m 毎.幹材積を 0.1 m3 毎に分類し夫k胸高直揮と幹材積. 樹高と幹材積と

の関係を見るべく相開表を調製すれば第 6 表の如くである口

第 6 表其 1 第 1 ~虎試験i也、針葉樹擦伐木のIJ向高直徳と幹材積との相閥表

T乱ble 6. (1) Tbe e x:perimen七 plot r. Tbe Corr巴latioll Table of the felled 

conifers witb respect to the diameter and tbe stem yolum巴・

訊512 S 。 I* I ~ ロ什>-， 1 >-，ド ~ I ~ I ~ I ~ I ~ I ド 凶 言十
<" 1 ;".. 1 '"巳ny σ.u3E .U4Y cC.JoY .cUo1 o色.n u.p品t U.目~ I ~白巳河 ・山"" ・Uu1Y .0U3可 .4U1 c.Uo可 .cU1 o • C刀 Tota1s 

5 12 12 

10 70 70 

15 131 30 2 45 

20 21 10 8 1 21 

25 4 4 3 1 12 

30 2 3 2 7 

35 1 1 11 3 

40 1 1 

丑5

50 1 1 

55 

60 1 

霊長ls 1
95
1 32卜2卜21 51 51"41 21 11 11 11 ¥ 11 1 1 ¥ 1 11 1 ¥ 11 ~;3 

m .d =15.1丑5(c.ru. )

m.v. =0 .195(m勺

τ= +0.961土0.004
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第 6 表其 2 第 II 競試験地針葉樹揮伐木

T乱ble 6. (2) The ex:perimellt plo七 II. The Correlation Table of the felle� 

cOllifers with respecむ to the 瀛ameter an� the stem volum巴・

選手 I 0.051 0.
15
1 0 渇 0 4+十←い村0叫附4吋451 0.551 0.6川8510.9511.0511.1511 い 451 1 出 1.65 1.75 T言o十tals 
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m.d. =20.785(c.m.) 

m.v ・ =0.405(m3)

"'(= +0.914土0.008

第 6 表共 3 第 1，第 II 雨試験地合1Jt-ìRm葉樹探伐木

Table 6. (3) The totals of the expel'iment plot. 1 and 11. The Correlation /ー

Table of the felled broad leaved trees with respecも to

the diame旬r and the stem volume. 

B幹.V材.C.(荷田3)階
Tû言t十als 

胸D高.日C宜.(寝crn階>
0.05 0.15 0.25 

。 79 79 

10 45 1 丑6 m.d=8.205(c.m) 

15 1 12 13 皿.v=0.067(m3)

20 3 4 7 "'(= +0.801土0.020

To音tfals 16 145 
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第 6 表其 4 第 I 続試験地針葉樹揮伐木の樹高と幹材積と の相聞表

Table 6. (4) Tbe ex:perimellt plot 1. The Correlatioll Table of th巴 felled

conifers with respect to 七he beight and the stem volume. 

'‘ 

設i中 1 *1* 1州市ド14 5 l s i 2仲 |仏
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第 6 表其 5 第 II~虎試験 地 針葉樹揮 伐 木

Table 6. (5) The experiment plo七 11. The corr日lation Table of the fel1ed 

conifers with respect to th日 height and the stem volume. 
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第 6 表其 6 第 1， 第 II 雨試験地合併潤葉樹揮伐木

Table 6. (6) Tbe 'Iotals of the experiment plot I and II. 

The Correlation Tahle of tbe felled broad leaved tr・ees with 

respect to the diameter and むbe stem volume. 

~ 胸阪府 F昔
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18 1 1 

言十
Totals 

w
q
U
 

2
 

噌
止 16 145 

第 6 表の頻度分布:状態立立に各表の下に記載の相関係数を見れば明かに斡材積は!胸高直徳の

極l教であって相互の聞に正の相協同係成立し、 叉幹材積は樹高の函数七、あって其の相互間に も

正の相閥々係の成立つととが認められる.市して夫等の相嗣係数値を比較すれば前者の関係は

後者の関係に比し一層高失で関係密接なり と も考・へられるが此庭で は二組の関係を別々 に係数

を求めたのであるから共係数値のみを比較して直ちに前者は後者より高女の関係にありとは云 _. 

ひ得ないのであるが. 前者印胸高直f黙と幹材積とは頗る高三えの相闘々係にるりとは云ひ得るの

である、市して胸高直俸と樹高との関係は既陀第 2 去の頻度分布朕態立立に各表の下に記戴の

相閥係数で明な如く 十 0 .8 乃至 +0.9 であって頗る高女の閥係陀あるを立聾してゐるO

故tて幹材積を胸高直俸のみ陀閥係せしめたる材積曲線から考宣するた幹材積を示ナ V の値

は JI旬高直衛 d の大きくなると共R大きくなるのであるが此の d の大きくなるととは叉前記の

詮明により樹高 b の大きくなるととを伴ふのである . 而して著者の一人である寺崎が既陀林

業試験報告第 19 蹴所載の「ひばノ草木幹材材積表及平木幹材材積計算補助表ノ改訂」と題す

る;論文に記載した如く倒閣西にで も幹材々積ば胸高直但の画数な P とせる Hllffel 氏の

Vs = al dよ - a2Cl四

なる関係、式を慣用し、叉林皐博士戸津又次郎氏は大日本山林合報に於て同巳〈胸高直俸のみに



関係する
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足立る闘係式を公表してゐる口

向壊太利に於てもR. Kopezky 氏は

V.=ag十 b
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I d \~ 
なる関係式により幹材積は π(三一) である g のみに関係せしめて差支討を論述してゐる。

然し乍ら前記戸津博士の式を除けば何れも前提として一定の胸高直俸に劃しては樹高は常に

一定の狭き限界内陀在り殆んど常敷と看倣して差支泣い場合に庭用せられるものとしてゐるの

であるが貫際にー林分内でも一定の胸高直筏の木の樹高に多少の高低あるは勿論であるから .

材積表調製の如く特に正確を要する場合は勿論.幹材積は胸高直径と樹高との双方の極i敢なり

とし雨方に闘係せ しめて材積曲椋式を捻へるが至嘗である.向必要ならば樹幹形別に分けて胸

高直俸と樹高との雨方に関係せしめて求むればー唐貫材積vc近似するであらう。

然し乍ら前記寺崎の論文に於ても詮明せる如く幹材積は樹高より胸高直俸の方に関係が高い

と云よるとと ， 及び前に述べた如く胸高直俸と樹高との聞にも高夫の関係あるととからして. 幹

材積を胸高直佳のみの函敢なりとして関係式を求めても其胸高直径 d の中には隠れた因子とし

て樹高 h は嘗然含まれてゐるととになる。

市して本試験地は女回の揮伐量決定の矯めに今後時々残存立木を測定し林分の蓄積を求め.

叉材積生長量を求める必要あるからその便利を考へ.胸高直俸のみに関係せしめて幹材積を求

める とととした女第であ:5.向此EEでは草木の材積を求めるのでなく本試験地に於げる多数の

残存木の各直径階別平均材積を求め得れば足るので幹材積の一因子として樹高をも関係せしめ

るまでの必要は齢いと認めたのみなら歩若し胸高直径のみ陀関係せしめたる結果.員の材積と

多少の誤差があっても各調査回女毎陀同一関係式に擦るとととすれば.其誤差は何時も同様に

A 卒行的に起るので私共の本試験陀於て最も重要調するととろの生長量に於ては農の生長量に封

し橿めて近似値を求め得るからである。

扱て以下順を這ふて材積計算の手績を記載すれば下の如くである口

雨試験地共其直劃の周囲線にj添ひQ!ÔP を附けた樹木がある.此のO印木は第一回揮伐首時に

於ては試験地外国木の印であったのである(後に調査して判明)が其後堅牢な有刺畿錦張の柵

を建設した際是等のO印木の一部が鎮柵内に這入ったものであるから第一固に於ては調査され

なかった樹である，然し乍ら前記の銭概r内 lモ在る樹であるから面積等の関係上.第 2 回揮伐

調査以降は是等のQ!ôfl木も試験木として調査するととにした.故に第 1 回.第 2 回聞の材積生

長量等を求める免めには第 2 回の分に於てもO印木を除きたるものを用ひ.第 2 回.第 3 回聞

の関係を見る君めには双方共O印木を含めて取扱ふととにしたのであるO

第 I 競試験地モミ搾伐木の匡分求積せる材料を胸高直徳 5cm. 階に分類し各直徳階毎陀卒
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均幹材積を求めると第 7 表の如くである白

第 7 表 第 1 ~虎試験地探伐木(モミ〉の直徳階別貫測材積

Table. 7. The Exp巴rimen七 plot 1. Estimated volumes of 出e feUed tree 

boles with respect to the dismeter-classes. 

!胸高直径階
Diameter classes 

CC凹〉

本数 l

No. of trees I 

2安 7則枠材 13t の手n
The sum of the 

estimn.ted 'l'olumes (m3) 

卒均賃測斡材積

Avemge volumes (m3) 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

言十
Tota!s 

12 I 

70 

45 

21 

12 

7 

3 

1 

1 

1 

173 

胸高直径 5 cm. I精の材積 1 32.7390 I 

0.0996 

3.1673 

5.8039 

6.0086 

5.3932 

4.4513 

2.7755 

1.2韮18

1.703岳

2.0950 

32.7390 

0.0083 

0.0丑53

0.1290 

0.2861 

0.4494 

0.6359 

0.9252 

1.2418 

1.7034 

2.0950 

ÿ~l~::; of dh:~'~t;-;~~l~~es， ~ ，， ~õ:å蜘←(第一回と比i\l史 l こ使用, f 一一一一一:J The volume to be ∞mpareù with the first 叫叫・口
5cm. } 払側4 ・…:� ;utti;;"~b~~c叫e at the first time, the volurne of 

¥�ameter cl::tss 5 c .m. 前'田 not estimated. 

O F-p木の材積 1 32.7390 
The volume of the tr拙 with ~・ '0.8978 C+ ム

[ 一一一一一一一一{第三問主比較に使用
the mark “ 0" ) 33.6368 …, � The v�ume to be compared with the tbird estirnn.tion. 

前表により胸高直控と幹材積との関係を園上〈第 5 園其の りに考査して見るに

v=ceαd-TF 

e.i. d log v=d log c 十 α♂log e-゚  log e 

stem volume diameter at breast hieght constants 

但し v=幹材積. d=!j向高直傾. 白=自然封数の基数. α， ß=常数

といふ関係式で表し得るものであると認めた， そとで第 7 表の材料を用ひ此の式の常童文を求

めてヨえに示す閥係数式を得た。

(但し 第 7 表の材料中、陥直径 60ω 階のものは唯一本であって其n際の胸高直径は恥m-)
樹高は僅に 20m. しかない特別のものであるが放に上式の常数を求めるには是を省いれのであろ。/

26.2495 
0 . 0364d一一ーす一一

v=O.5201e a …....・ H・第 1 式
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依って此の数式に よ り各直僅階の材積を算出し前表陀示せる貫験値と比較し夫々較差を求める

と第 8 表の如 く になる。

第 8 表 質測材積と算出材積との比較

Table 8. Comparison of the Calculated Volumes もo its e訪imated V olumes. 

胸ー高 直 径階 i 卒 均賃 訊u 斡 材積
A verage estimated 

volume (mS) 

算 出 斡材積
Calculated volume 

(m3) 

誤差

Difference (m3) 

DIameter classes I 
(cm) 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

0.0083 

0.0丑53

0.1290 

0.2861 

0.4494 

0.6359 

0.9252 

1.2生18

1.7034 

0.0033 

0 . 05壬2

0.1560 

0.2898 

o .生520

0.6生58

0.8778 

1.1564 

1.8971 

+ 0.0050 

- 0.0089 

- 0.0270 

- 0.0037 

- 0.0026 

-o .∞99 

+ 0.0474 

+ 0.0854 

- 0.1937 

第 8 表を見るに其較差も左迄大きくもなく而して正負を繰返へしてゐるととよりして(夫

々の較差花見守大なるもののあるのは材料本教の少きに肉るものでるる〉前記第 1 数式は第 I

競試験地の針葉樹(モミ ) の胸高直俸と幹材積との関係数式として壇賞なもりである と認め得

る 。

そ とで此の第 1 数式で第 I ËJj~試験地の針葉樹の残存木4オ積を算出すれば衣の如くである。

第 9 表 第 I 競試験地針葉樹残存木材積計算表

Table 9. The experiment plot I. The c己lculation table of the volumes 

of remaining Conifers. 

胸Di高amet直er Cl径asses階 C算alcu出late斡材積 残N 存木本数 残存木材 日112日t 
d Volumes 日mber of trees Volumes of remaining 

(口01) (m、) rema山口g trees (m3) 

5 0.0033 364 1.2012 

10 0.0542 198 10.7316 

15 0.1560 119 18.5640 

20 0.2898 91 26.3718 

25 0.4520 59 26.6680 

30 0.6458 41 26.4778 
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胸 高 直 l径asses階 C算al 出草宇材積 残Nu存m 木本 数 残存木 e材lualDl積ng Dia田eter 0 culated Volu 凹es ber of trees Volumes of r 
(cm) (mS) remammg trees (mり

35 0.8778 28 2ι5784 

40 1.1564 18 20.8152 

45 1.4921 3 盛.4763

50 1.8971 6 11.3826 

55 2.3867 3 7.1601 

60 2.9792 2 5.958長

70 4.5625 9.1250 

100 15.2090 15.2090 

言十 935 I 208.7194 Totals 

胸高直径階 5 cm . 物の材積 1 208.719生
TbeVolumes of d iame t er-cl蹴es，卜 ・1.2012 (ー { 第一団主 比較に使用
5 cm. ) 207.5182 ・:-:: 1 The volume ω be compared witb tbe first 

I selectioD cutting 

O印木の材銃 1 208.7194 
The volume of the trees witb ~ ・… 8.2130 (+ I 第三回 t 比較に使用
the mark “()" ) 216 .932ι ぃ jThe volume ω be ∞lllpared witb tbe tbird 

I estimation 

芸大陀前同様陀第 10 表に示した第 n 競試験地の賀測材料により材積曲線式の常数を求める

と

0.0374d-空空豆
v=0.5620 e U ....・ H ・.. . .第 2 式

といふ関係数式を得たので此の数式により胸高直径 5CDl . 階毎の幹材積を算出し共貫測幹材積

との較差を求むれば第 10 衰の如く僅少にして而も終始極めて近似値であるから第 2 数式は

第 n 競試験地のモミの胸高直径と幹材積との聞係を示すに遁首なりと認め得る。

第 10 表 第 II 競試験地擦伐木(モミ〉の賀測材積と算出材積との比較

Table 10. Tbe ex:periment plot r1. Th日 Comparison of the Calculated 

Volumes もo its estimated volumes of felled conifers. 

一階 | 本 数 l 賃制糊問|平均賃湖町|算出斡吋 i 銀司'l'be sum of 
Diameter st.at d Ave e 白timatedI Oalculated 

01mes (州一己三of trees JuzgL3) vorlat;p mes (mE3) volumes (皿3) 削erence (m3) 

5 18 0.1299 0.0072 0.0032 + 0 . 00晶O

10 17 0.8228 0.0484 0.0560 - 0.0076 

15 27 3.7504 0.1389 0.16品9 - 0.0260 

20 39 1 1.生950 0.2947 0.3105 一 0 .0158

25 29 14.3086 O.品934 O.壬891 + 0.0043 

..... 

.. 
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胸高直径階|本 数 |異遺児S3和 |卒均賃測斡材積|算出斡材積|誤 差
Diameter 1....; .. --- ..1..::; ー IAv町得e estirnated I Calculated I 
α田叩s甜es内(やc凹 .)川IN恥o. ぱ山tr問e回e札 |いv刊o芯:ご?t?払cm耐州凹d叫2η)川r-~刊o山lu凹悶田此. (m似附回凶的勾η)川| す刊叫01山1u日田叩閏臨. (m凶州s勺)川| 制er問e吋悶. (m田n3均s勺) 

30 25 I 18.3129 I 0.7325 I 0.70壬5 I 

35 I 8 I 7.7851 I 0.9731 I 0.9645 I 

1.2792 I 

1 ・66但 |

+ 0.0280 

+ 0.0086 

40 6 7.4770 1.2462 - 0.0330 

45 3 5.1565 1.7188 + 0.0584 

言十
Totals 

。
“

η
4
 

寸
ム 69.2382 

胸高直径 5cm. 階の材 ffl 1 69.2382 
The volum四 of diameter.c1asses, f ー ・ 0.1299 C ー f 第一回と比較に使用
5.c.m. J 6玄而富士-:-:-:{ The volume to be compared with the first 

l selection culting 

O印木の材後 I 69.2382 
The volumes of the trees with f …2.1949 C + ( 第三団主比較に使用
the mark “ 0" ) 7王433:t:三て 1 The volume to be compared with the third 

I estimalion 

依って第 2 数式により第 II 31荒地針葉樹残存木材積を算出すれば第 11 表の如くになる。

第 11 表 第 五 競試験地針葉樹残存木材積計算表

Table 11. Th自己主pel'iment plot I1. The Calculation table of the 

volnmes of remaining conifers. 

胸高直 c径lr回階目 算Calcu出lat 斡材積 残存木材日l積ng 
Diameter ed volnmes Vol口me of remai 

(ClIl.) 「、、柄u、1~ノ1 No. of remaining trees trees (m3) 

。 0.0032 217 0 . 69壬韮

10 0.0560 60 3.3600 

15 0.1649 35 5.7715 

20 0.3105 46 14.2830 

25 O .生891 48 23.益768

30 0.7045 49 34.5205 

35 0.9645 64 61.7280 

品。 1.2792 35 益基 .7720

品5 1.660生 1生 23.2益56

50 2.1232 8 16.9856 

55 2.6861 7 18.8027 

70 5.2180 3 15.6540 

80 7.9生88 1 7.9壬88

To言t十als 587 I 271.2429 

胸高直径階 5 cm. 物の材稜 1 271.2429 
The volumes of diameter-classes，ト-一一 0.6944 C-( 第一回と比較に使用
5 c.m. ) 270.日85......1 The v01口凹e to be compared with the 

t first selection cutting. 

0 印木の材綾
The volumes of the trees with 
the rnark “ 0" 

i-29j 11.7368 C十{第三団主比較に使用
282.9797…・ 1 The volume to b� corupa問d with the 

1 third estimatiOll. 
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ヨえに i閤葉樹は雨試験地のものの樹幹形近似して且つ探伐本数少き祭. 雨試験地の搾伐木を合

併し胸高直筏に封ずる幹材積の関係を考査するにモミの夫と異り此の関係は

Parabolic curve v=αl 

stem vo}wue 
但し Vニ斡材積.

diameter at bl'east beigbt constants 
d=胸高直衛. α，{3=常数

といふ闘係式を最も趨首と認めたから第 12 表の材料を使用し略~[法陀より常数の値を求むれ

ば

2.2890 
v=O.00024d ………第 3 式

を得た. 依って本数式により算出せる材積と賀iHU材積とを比較し夫々較差を求めたるに第 12

表に示す如く較差は僅少で殆んt:'相合致するものと認め得られる口

第 12 表 第 1，第E 雨試験地.潤葉樹擁伐木の貫測材積と算出材積との比較

Table 12. Sum of 白日 botb plots. Tbe Comparisoll of tbe calculated volumes 

to its estimaもed volull1es at felled broad lea ved trees. 

5 

10 

15 

20 

Tobls. 75 5.1670 
胸高直径5 C皿.… 0.2737 (一
階の材積 4.8面言一­
The volumes of 
diameter司classeョ，
5c.m. 

5.1670 
0印木の材絞 - ・ 0.3笠主主土
The volumes of 5.4918 
the trees with 
the mark “ 0" 

70 0.9179 145 6.08丑9
悶前 0.4899 (-

0.4280 …第一固とよと11凌に使用

談差

Dl岱福岡nce.

〈由。

十 0.0074

- 0.0135 

The volume to be compared with the first selection 
cuttmg. 

0.9179 
間前 0.0096 C + 

0.9275 ・第三国主比較に使用
The volume to be compared with the third esti田ation.

依って前記第 3 数式は雨試験地のf閤葉樹のJJ勾高直俸と幹材積との開係を示す数式と して趨賞

主主るものと認めたのでるる。

然れども其捧伐木の材料範園は胸高直径 5 Cll1.から 20cll1.までであるが残存木の胸高直倍

階は 1 ~虎地では 55 Cll1.階まで， rr 蹴地陀於ても 35 CIl1.階まであるから第 3 数式を以って

斯くも虞純国の材積を算出するは不適首であると認め残存木材積は雨試験地共 5-20 cm. 階の

分はßfi記第 3 数式に依り， 25 Cll1.階以上のものの材積は第 1 回樺伐首時ーとの闘係を見る矯め

/ 

,þ 
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には大正 3 年 9 月青森大林直署調製の立木材積潤葉樹表により(第 1 回首時の調査は前述

の如く胸高直俸を寸階に括約測定しあるから是を cm. 車位に換算ずるに不都合あり ， 第 2 回

嘗時は毎木 m.m. 迄ìJllJ定し?とから是を寸箪イ立に換算して比較するととと したのであるλ 第 2

回揮伐賞時と第 3 回調査笛・時と の聞係を見る震には双方 と も米突尺により測定しであるか ら

大正 13 年 12 月末京営林局調製の立木幹材積潤葉樹表により夫々の幹材積を求めた. 共の結

果は芸大の第 13 表に示すものである。

第 13 表 潤葉樹幹材積計算表

Table 13. Tbe c乱lcula七ion table of tbe volurues of remaining broad leaved tr巴es.

胸D高iam直et径er階 算Ca出1c斡ula材ted積 第樹N残Io.脱存o地木f i本t店hie童主文主 第II銃地1閲葉
樹残存木本数| 間前枠材積
No. of the 1 The 

Classes volume 
rien maeplz1u4pmst erg Iimt. reenet s 

間前幹材積
Tbe 

Calculated 
volumes (m3) 

remaining trees I Calcula古ed
(cm.) (m3) ill experi_Q1ent 1 volumes. (mS) 

plot II. I 

5 0.0096 22.1 2.1504 261 2.5056 

10 0.0472 83 3.9176 53 2.5016 

15 0.1193 30 3.5790 2 0.2386 

20 0.230壬 23 5.2992 2 O.丑608

Total I 360 
26 

川必2 I 318 I 5.7附
胸高直径階 (25cm. 階 8 寸階〉以上の分
大正 31p青森大林l~零調裂の材f覧表に ι ろ

75 .創生(石) 10 1 19.452(石)
21.1047(m~) 1 5.4128(m3) 

第 1 回常時主ωの比較に伎用 To凶 揃| 3お6附(mが刈宍勺) 328 山19叫9
The votu皿e tωo b加e c∞o皿P伊ar悶ed 胸高直径階 5c凹.物の材材e積 .一" .一….一. 2 .1日50甚4(一 同前 .….日.. ….一. 2. 5056仁一
wiれth the 自r目st s田electi匂on cαnt司l'he volumes of diameter-
tiong. clasHes, 5 c.m. 

胸高直径階 (25cm . 階 8 寸階コ以上の分
大正13年東京密林局調製の材積表に ι る

33.9005 
20.1080 

第 3 回調査との比較に使用 To匂I
The volume to be compared 
with the third estimation. 

386 35.05生2

O EIJ木の材f1't … - … 1.6017(+ 
The volumes of 36.百百­
the trees with 
the mark “ 0 " 

8.6138 
4.6270 

10.3336 
同前一・・ 2.6968(+

13.0304 

以上の計算により第 2 回揮伐首時に於ける試験地別. 針j閤別に探伐前. 揮伐木、 残存木夫々

の幹材積を求め得たのであって市も生長量を確める必要上第 1 回撞伐昔時及第 3 回調査時と

比較する需に雨様の材積を求めたのであるo (第 20 表委照)

11. 第 1 回揮伐官時の材積計算

先づ第 2 回捧伐首時の胸高直径の測定値 mm. を第 1 回嘗時と比較する矯めに寸分単位陀

換算し第 1 回第 2 回雨度に亘る挫伐前、 持伐木、 残存木夫々を針j闇別 U亡 、 )J旬高直径 1 寸階

に分類し 6 年間の本搬の動き. )J伺高直径階進級の欣態を示せば第 14 表其の 1 乃至其の 4 の

如くである。
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第 14 表 IJ旬高直佳の動 き

Table 14. Moving of tl明ヨ in diameter classe.ss. 

(共の 1) 第 1 蹴試験 地針 葉樹

(1) Exp巴rimental plot I. Gonifers. 
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T!i~s 1 913¥ 141 61112481 51 1 1 州 9151 1 719 1 8[ 判サ 8! 5
百可制 I-~.~I 679 11- 732 ベ m

擦i主本数歩合 27.3% 
Number percentage of feI!ed trees 

擦伐本童文歩合 22.0% 
Number percentage of feIled treeョ

六ヶ年間の槍力日本数 53本
N umber of trees increased in tbe 6 years. 

卒均一ヶ年聞の増加I 9本
Per year. 
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第 14 表 Table 14. 

(其の 2) 第 1 披試験地澗葉樹

( 2) Experiment plot 1. broad-leaved trees. 

s第rst 1 岡 gy仁e大uanr正doefr 1Ts3eali五esl三chtoi3o-)n(月1s9〉y2s4te) l 

h第e 2 図仁昭和 5 &f. 11 月〉
胸;克直 怨仁寸つ The f�st fe1liu!? under selection system. T second tfh ellviロeagr under selection 

(The 13 th yea~ of Taisho.)(1924) system. (The 5 t11 year of Showa.) (1930) 
Diameter Classes: 

gl l 残存木 B捧伽e伐仙前ng|l F採e陶伐…オ I 残Rt出存口木g {勾前 伐木 Remainin Sun. B鍔efore fellin!?1 F探elling trees stand;山…る

3 153 113 品。 88 22 66 

4 119 83 36 38 14 2生

5 79 52 27 25 9 16 

6 42 27 15 23 7 16 

句a 17 11 15 1 1生

8 12 9 3 9 9 

9 8 4 4 4 生

10 2 2 4 4 

2 
11 8 4 4 

2 
り

12 7 5 2 2 2 

13 3 3 
2 

2 

14 2 1 1 2 

15 1 1 

16 

17 1 1 

18 1 1 1 1 

19 1 1 

20 2 2 

計 Totals ¥ l
 

Q
d
 

q
d
 

司
ムqd 

旬

iq
d
 

"hd 

t
i
 

O
4
 

53 I 162 

鐸伐本数歩合 69.7% 主主伐本童文歩合 目.7%
Nnumber percentage of felled trees Numder percentage of f鑞led trees 

六ヶ五j:: f首1に於けあ槍加本童文 76本
N umber of trees increased in the 6 years. 

平均一ヶ年r.l'Jの噌1J日本数 13本
Per y回r.

室r. i間合併 1,932 574 818 947 21品 633 
Total 

捧伐本数歩合 41.2% 探伐本数歩合 22.6% 
N umber' pe~centage of felled trees N umher percentage of felled trees 

六ヶ年間の増加l本数 129本
N um her of trees iucreased in the 6 years. 

卒均一ヶ年聞の槍加本数 22本
Per year. 
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第 14 表 Table 14. 

(共 の 3) 第 2 蹴試験地針葉樹

( 3 ) Expel'ﾏment ploも II. Couifers 
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つ7「「「l寸-1つ-1-11-1つ'-1-1寸つ-
計

TotaIs |イ 21 21 2811 11 ベ 2/ 1/1 522/ 

1 282 I 510' 1/ 792 

11 11154/ 368) 

I 15壬l総計|
Grand totaIsl 

揮f主本数歩合 35.6% 
N umber percent:J.ge of the feUed trees 

事.1l f島本数歩合 29.4% 
Number percentage of the felIed trees. 

六少年間の1曾古日本盟主 1基本
N lllllber of trees increased in the 6 years. 

平均一少年間の増加本数約 2本
per year. 
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第 14 表 Table 14. 

(其の 4) 第 2 披試験地潤葉樹

( 4) Experiment plot 1L broad-leaved もrees.

第 1 回 仁大正 13 年コ 11 ~t 2 回 (昭和 5 年コ
胸高直径階(-jつ The f�rst felling nnder 田lection 11 The scco凶ぬlling under selectioロ

∞抗ing (The 13 th ye岨 of Taisbo.) 11 ('utting (The 5 th year of sbowa.) 
Diameter cJasses: 1 i/---------; t 

門 |嫁 1:1(;前 I :j翠伐木 l 残存木い翠 1:li;前|探伐木!残存木
in t:�un I~'_ ' _,.. 1 ~'， . . • 1 Remaining L ' 縄 1 ,,' ... 1 Remaining 

e゚fore fellin剖 FelJ ing treeョ 1 stand 肺fore f，必ngl Felling trees 1 stand. 

3 185 185 

4 124 121 

5 95 95 

6 67 64 

7 35 30 

8 13 12 

9 3 3 

10 1 

11 

12 1 1 

13 

14 

15 1 I 1 

言十 Totals 527 514 

3 

3 

p 
d 

1 

1 

13 

62 12 

4 1 

2 

5 

4 

1 

銀伐本数歩合 97.5% 擦伐本数歩合 16.3% 

Number percentage of tbe feJled trees. Number percentage of the felled trees. 

六ヶ年間の増加本数 67本

Number of trees incre国ed in the 6 years. 

針、 i悶合併 Totals 

1 ,319 796 

平均一ヶ年間の槍力日本数 日本

per year. 

523 60生 167 437 

擦fえ本数歩合 60.3% 努{比本数歩合 27.6% 

Number percentage of tbe felled trees. Nu田ber percentage of the felJed trees. 

穴ナ年間の3曾加本盟主 81本

N umber of trees i口巴同国ed in tbe 6 years. 

卒均一少年間の槍加本数 14本

per year. 

50 

3 

2 

5 

4 

1 

67 
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第 1 問擦伐嘗時の胸高直揮は前述の如 く胸高直徳の測定を寸階に括約したものによったので

あるから是を米突箪位に換算するは不遁嘗で追うる，然るに第 1 回残存木材積と第 2 回捧伐前

材積との聞には私共の最も肝要とする生長量の問題が含まれてゐるので第 1 回の分と第 2 図

の分とを同一材積曲説教式で算出し仮令其材積曲線数式陀依るは貫積に封し幾分の誤差ありと

する も第 1， 第 2 雨間にて平行の誤差となる様にすれば私共の求めんとする 目的に副ひ得る の

で次の如くに した。

即ち前十亡第 2 回揮伐木で求めた材積曲線式第 1， 第 2，第 33 各数式の常数を d を(寸) v 

を (石〉 車位陀改算し夫々日本尺とす る常勤の数値を求め是等の数値で第 1 国首時の幹材積

を算出するととにした。

即ち第 1 数式より改算して

0.1捌一等竺
v=1.8691e ……… ・第 4 式

を得たから此の第 4 式により各直位階(寸階〉 の材積を算出すれば第 15 表に示すものとな

る。

第 15 表 Table 15. 

一階γ…∞ 胸高直径階仁寸〉 r.c 此i幹材積〈石〉 胸高直径階〈寸〉 算出斡~~・積仁石〉

Diameter I Calculated Diameter Calculated Diameter Calculated 
Class田何日) I Volume (ko1吋 CI踊es. (sun) Volu田e (koku) Classes (Sl1n) Volume (kok口)

3 0.1450 10 2.3681 ! 17 7.3215 

品 0.3332 11 2.8609 18 8.4101 

υ F 0.5737 12 3.4111 19 9.6316 

日 0.98韮5 13 丑.0262 20 11.0027 

7 1.1735 1生 4.7152 21 19.4446 

8 1.766品 15 5.生866

9 1.9262 16 6.3518 30 38.3001 

第 15 表に示す各直衛階(寸階〉の材積と第 14 表に示す.第 1 回揮伐首時の直借階別本数

により第 1 回擢伐嘗時の第 1 ~虎試験地針葉樹の搾伐前.捧伐木.残存木夫々の材積を求むれ

ば芸大の如くである。

擦{主前
Before felling 

〈石〉
895.5527 

(m3) 

249.2008 

採伐木
F elling trees 

(石〉
194.1743 

(m8) 

54.0319 

採伐材積歩合 21.7% 
Percentage 0 f selection cl1tting. 

残存木
Remaining stands・

仁石コ
701.3784 

(m可)

195.1689 

-

，込
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ヨ欠に第 E 披試験地第 2 回揮伐針葉樹(モミ〕で調製せる第 2 式の常数を d を(寸) v を

(石)草{:îJJて改算すれば

O.1133rl-8.8397 
. 1133d一一一一一

v=2.0197e ・ H ・ H ・ …・~~ 5 式

といふ閥係式を得られた。

第 5 式により各直径階(寸階〉の材積を算出すれば第 16 表に示す如くになる口

第 16 表 Table 16. 

胸高直径階ひ!っ 算出幹材積(石〉 胸高直径階〈寸・3 算出幹材積(石〉 胸高直径階〈寸〉 算出斡材積〈石〉

Diameter Calcu1ated Diameter Calculated Diameter Calculated 
Classes (sun) Volu凹e (kok口) Cl拙e. (sun) Volume (koku) CJasses (sun) Volume (kokn) 

3 0.1丑90 10 2.5906 17 8.2395 

4 0.3生86 11 3.1441 18 9.4973 

5 0.6074 12 3.7653 19 10.9144 

6 0.9133 13 4.4627 20 12.5112 

7 1.2627 14 5.2469 22 16.3381 

8 1.6558 15 6.1291 

9 2.0965 16 7.1220 25 24.0824 

第 16 表に示す各直筏l皆(寸階〉の材積と第 14 表に示す第 1 回揮伐嘗時の直僅階別本敢

により第 1 回揮伐嘗時の第 IIll虎試験地主官巽樹の揮伐前.聾伐木.残存木夫k の斡材積を求む

ればヨえに示す如くである。

揮 f:li; jj曻 
Before felli口g

(石〉
1,367.3081 

(m~) 

380.5218 

揮伐木
FeJJing trees 

(石〉
356.丑333

(m~) 

99.195丑

探伐材積歩合 26.1% 
Percelltage of selection cutting 

残存木
Remai且ing stands 

(石〕
1,010.8748 

仁田勺
281.3265 

次t亡雨試験地j閣葉樹第 2 回探伐木D材料を合併して調製した第 3 式の常数を d を(寸) v 

t: (石) ifl位に改算すれば

2.2890 

v=O.0109 d ……・・・第 6 式

の如き関係式を得?とD

第 6 式により各直俸階(寸階)の幹材積を算出して第 17 表を得た。
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第 17 表 Table 17. 

-u| 釧斡材積∞
前掲第 14 表陀示す第 1 回撞伐嘗時の本数閥係

Diameter Calcu!ated 表により.胸高直樫 3-7 寸階の材積は第 17 表を
Classes (sum) I Volume (kokn) 

使用し 8 寸物以上は大正 3 年 9 月青森大林直署

3 0.1347 
調製の立木材積j間葉樹表を使用し第 1 回揮伐嘗時

4 0.260企
のf関葉樹材積を探伐前. 探伐木. t芝守木夫k のもの

5 0.4339 
を試験地別に示せば第I 18 表の如くである 。

6 0.6587 

7 0.9371 

第 18 表 Table 18. 

幹 材 積 | 探 f主 前 怒号 伐 木 残 存 木

Volumes of the 
Before felling trunk Fel1ing trees Remainiロg stand 

305.7719(knku) 217 .品671(koku) 88. 30壬8(koku)

Experiment plot 1. 85.0855(m勺 60.5134(凶) 2ム5721(m3)

第 II ~JÆ 試験地 219.8923(koku) 208.3715(koku) 11.5208(koku) 

Experiment plot I1. 61.1882(m3) 57.9824(m3) 3.2058(m3) 

以上の計算陀より第 1 回樟伐首時の試験地B IJ. 針j閤別に探伐前. 捧伐木. 残存木夫々の幹

材積を求め得'k， I1\Pち後に示す第 20 表第 1 段の如くである 。

第 20 亥ーにより第 I 披. 第 II ~虎雨試験地の第 1 回揮伐残夜:木が第 2 回揮伐前tて至る 6

ヶ年間及平均 1 ヶ年聞の材積生長量.並に共生長率を求むれば同じく第 20 表の第 3 段陀示

ナ如くであるD

第 20 表の第 3 段により其生長量を見るに相吉良好なる生長を続けたるものなるを知るも .

第 1 回捧伐嘗時. 胸高直徳の測定を日本尺により寸tて括約して記帳せるとと . 及び第 1 固 と

第 2 図とに於ける測定者及測定用具が違ふ〔第 1 回は輪尺、 第 2 回は直偲巻尺使用〉等の

震めに集積誤差無きに しも非ざるかと思ひ昭和 9 年 G 月始用試験地共に毎木の胸高直径の測

定を第 2 回比使用 し?とと同じ直徳容尺を使用して得た材料に工り第; 3 回調査官時の材積を出

し第 2 間接伐(昭和 5 年 4 月宇〉以降第 3 回調査官時(昭和" 9 年 6 月始)に至る 4 年

と約 1 ヶ月宇の聞の生長量を求めて本試験地の生長量を再び検討して見るととにした。

I1\pち第 3 回調査常時の測定値を先づ胸高直筏 5cm. 階に分類せる表を推へた卸第 19 表の

如くでるる . 但し第四表は第 2 回樟伐笛・時の残存木の直筏階別本数分配表をも合せ示して

肥大生長に因る胸高直但階本数分配の推移紋態を見るに便した。

..... 

.A 
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第四表 本数の移動

Table 19. Moving of No. of trees. 

(其 の 1) 第 I 競試験地針葉樹

( 1) Conifers in the e玄perimen七 plot r. 

直 怨 第 2m図se出録connfmLdg 残存木 I 枯 領 木 第 3 回 調 査
Diameter Classes Remaininl!: stand 

(c.m.) of secon<f felling Dead standing tr~es Tbird estimation 

5 364① 3 5 31U80452① ② 3 10 198 5 
15 119 
20 91 90 
25 59 76 

:30 生1① 37① 
35 28 42 
40 18 20 
45 3 15 
50 6 1 

55 3 B 
60 。ー 1① 
65 ① 1 
70 2 1① 
75 1 

100 1 1 

言 r Totals 935⑬ 925⑬ 

(共の 2) 第 1 ~虎試験地澗葉樹

( 2) Broad-leaved trees in the experiment plot 1. 

直Di 径 I 第 oR2fe s四meac課io1n1伐idng 、fesltl残ainnd存g 木 I 枯損木 第 3 回 翻 」ヲ~ム'-
ameter・ Classes

(c.m.) of second~felliog I .De"d standi噌 trees Tbird estimatiot1 

5 2議 11 188③ 

10 2 101① 

15 1 23① 

20 24① 

25 11 18 

30 6① 9 
35 4 品①

40 2 2 
45 2 。“ 

50 

55 1 1 

言't Totals 386⑮ 14 372⑬ 
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(其のめ 第 II 競 試験 地針 葉樹

( 3) Conifers in the e玄perimen七 plot. II. 

直径
Diameter Classes 

(c. 凹・)

第 2 回捧伐、 残存木
Remaining stand 
of Second fe11ing 

柏 損 木 第 3 因調査

Tbird estimation Dead standing tl'ees 

1 

179③ 

88 

31 

38① 

姐①

必①

52① 

5

0

5

0

5

 

1

1

2

2
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益6 :E>

盛8①
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24① 

13 

民
υ
n
U
F

h
d

n
U
R
υ

t
u
p
o
n
o
η
4

旬4
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生
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① 

-ラ

80 1 
, 
~ 

otals 1--- 587@ 品 583@ 

〔其のめ 第 II 披 試験 地 j闇葉樹

( 4) BrOftd-leaved tre氾s in the experiment plot II. 
f , 

nt 怨 第 2 岡崎l(:lt . 残存木 枯 m 木 第 3 回 調 査
Diameter Classes RemSEaCionnind g stand 

(c.m.) of Second felling Dead standing trees Tbird estimatio口

5 261① 6 21 3① 

10 53① 90① 

15 2 円. 

20 2 1 

25 8① 品

30 1 6① 

35 1① の
40 1① 

言十 Totals 32~① 
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第 20 表 (其の 1 ) 成績綿括表(蓄積. 揮伐量、 生長量〕

Table 20. (1) Summary 七able of the result. (growing-stock, Volllme of 

the felled trees under selection cutting, increment-volum巴.)
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第 20 表 (其の 2) 成績総括表(蓄積.揮伐量.生長量〉 面積 1 ha，嘗りに改算

Table 20. (2) Summary ぬbl巴 of tne resu]t. (growing-st ock , Volume of 

felled trees unc1er selection cutting, incremen七- volume・) per ba. 

君主 工 抗試験地、前:fj'f 1ha. 11 ~終日放試験士山、 班fl'1 1ha.
官話・リ 材積 11 蛍リ 材:ff{

ExperÍl回nt p10t 1 11 Experiment plot II 
Volume in m3 per ha. 11 Volume in m3 per ha 

一一一一「一一寸←一一11一一一一~-;P~; :":~~ ~V. U~. ¥ 備 考 Note. 
I 1r.'3 楽段ItJ 1 A '" 11 .. _.H. I 1店!楽街!

針薬樹 1 "b~;a'd' 合併 11 針葉樹 1 'b~~;':d" 1 合 併

Co口ife四 1 1eaved 1 Totals 11 Coni加 1 leaved 1 Totals 1 c前表 に 同じ〉
trees 1 11 1 trees 
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I Befoτe fell1ng. 
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|探伐伊合
The felllngl Perceotage ofl 
1. (March,-j select10u 

192.1) C\lttlng・
尾署 存本
RemaJnlng 
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111. 第 3 回調査嘗時の幹材積計算

而して第 3 回調査官時の幹材積は第 2 回搾伐木により調製した第， 1，第 2， 第 3 式を夫々

第 I 競地針葉樹. 第 II 披地針葉樹. 雨地の潤葉樹に使用し第 19 表に示す第 3 回調査官時

の胸高直但階別本数陀より試験地別. 針j闇別に求むれほ第 20 表第 5 段に示す如 く である。

但し潤葉樹の胸高直徳 25 日m . 階以上の分の材積は第 2 回では. 第 3 固 と比較する~めに

使用 したと同じく 大IE 13 年東京営林局調製の立木幹材積表に依ったものである。

ヨえに第 2 回揮伐礎存木が第 3 回調査嘗時に至る 4 ヶ年と 4 月 ， 5 月 の 1 ヶ月宇の間陀

於ける生長量. 及zp.均 1 ヶ年聞の生長量 (4 月宇より 5 月末に至る 1 ヶ月宇の聞の生長量

は測定の結果 1 ヶ年聞の生長量の約主丈生長するものと認め定期純生長量を 4.2 ~てて除し定

期平均生長量と した〉 立立に其生長率を求めると第 20 表の最下段に於ける如くであ る。

第 20 表を見るに第 1 回捧伐の際には第 I 競試験地では蓄積の約 34% に嘗る 115m3 を .

第 II 披試験地では約 36% 陀嘗る 161m3 を伐採したと云ふとと陀なったのである 、 斯 く の

如く雨試験地の揮伐歩合が違ヲたのは第 1 回捧伐前雨試験地の蓄積の大瞳と林視と か ら見て

第 I 競地では未だ蓄積が過少であるから伐採量を可成制限し漸次蓄積を累加せし めんと して

選木い 其結果捜伐毎に其期間内の定期生長量の約七立たらしめ. 第 II 競地では現在の蓄

積を維持し得る丈の選木を矯し， 揮伐毎に定期組生長量と略同量を伐るととにしたのである .

其結果として蓄積の最低量を 280 乃至 300m3 位を標準とし得らるるに至った. 市して第 1 回

揮伐嘗時は雨試験地共生.長量不明の震. 首時の上唐木に生長錐を入れ銃往の肥大生長量を知り

プレスレル氏の材積生長率公式
V2-Vl 2DO 

p=一一一一一×一一
V2+Vl II 

によ P 生長率を求め. 是を考tて入れて

選木tてよれる操伐量を比較劃酌して伐採量の大瞳を定めたのである . 市して第 2 回捧伐の際

にも同方針によったのでるる.其結果と して第 I 競地に於て擦伐前材積の 13% ~亡首る約 39

ll13 主7伐れ第 II 班地では約 20% に嘗る 74m3 を伐るととになったのでるるが夫々生長量

の 66% ， 113% となり雨地共改定方針より柏強く 揮伐したといふ結果にとったのである口

ヨ欠 t亡生長量を見るに第 1 回揮伐後第 2 回までの聞の平均 1 ヶ年聞の生長量は第 I 披地で

は 1凶. I嘗i 1) 約 10m3，第 n '5re:!;也約 11m3，其生長率は夫k 4.5タG . 3.8% で雨地共相富良好

な生長を鴬してゐるのであるが. 第 2 回捧伐後第3 回調査時に至る聞の卒均 1 ヶ年の生長量

は第n虎地 1ba，.首り約 12m3 ， 第 II披地約 14m3，生長率は夫k 4.7%、 4.6% となり前期間

より一層生長良好と成ったのである 、是所謂搾伐的撫育間伐を繰返へす毎に森林中の病木，衰弱

木. 傷木等の生長不良木は先づ先に取除かれるのみ主主らす"立木の密立箇所は遁嘗に疎開され

樹群としても亦林全髄としても調和よき健康飲態に導かれたるの結果に外なら十と思考する。

第 20 表は本試験開始以来今日に至るまでの材積上から見た試験経過の概視を物語るもので

ある。
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今其各J自に於ける蓄積並に生長量を簡E互に再記すれば下の如くであるD

1 1a 'i型n

第 I 続試験地、針葉樹の材積 m3

Exper匇ent plot 1. growiog crops for Conifer日

擦伐前 探伐後
Bp.fore feIling. Remaining stand. 
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April, 192ι~1.6m3 

第 2 回 242/ 少~
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April 1930. 252 ーシ 218

/"IO.7m3 , 

(第 3 図〉中間調盗 263 ik:' 'J.:."" W ι-
EstimationμιltUιaノL
Jnne. 193丑 v

1 1a í\li~り

第 I !!JX試験地 . 主 1'1閲合併の材積 m3
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(第 3 回コ中 f阿部]査
Estimation 
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1 1a 笛り

第五続試験地、針葉樹の材積回3
Experiment plot 11. growing crops for Conifers. 

擦伐前 鐸伐後
Before felling. Remaining stand. 

389 288 

8/中
-P゚ /L 7., 

363 

344 

1ha~重 り

第II披試験地、針1悶合併の材積ロ13
Experim巴nta1 Total growing crops of Conifers 
plot Il. and broad leaved trees in m3 per ha. 

螺 tJC;前
Before felling. 

掲i 伐 後
Remaining stand. 

/~3 
b与がιa/l..

/づ6hs
VP.-e-化~乞

此の経過成績は未だ僅に 2 回の鐸伐を繰返へした陀過ぎたいから是で将来を 卜すると とは

出来たいが.雨試験地は大艦上記の様友蓄積と生長量とを持ってゐるものであるとして前にも

1 
述ぺた如く第 I 競地陀は生長量のす飴lJ J，i:: . 第 II 披地では生長量と略同量位を揮伐して行

くととにしてゐるのである。

IX. 更新放況

本試験地は前項に述ぺ?と如く林型 I~ であづて大腿に前生幼樹群が各所に散在し、連績多暦林

に近いから捜伐林型に導くに最も容易なるのみたらす=天然的更新に最も必要と考へられる落葉

j由葉樹 (昭和 9 年 11 月出 版. 鹿児島高等農林皐校開校 25 周年記念論文集所載，肺生著

「八ヶ癒天然生林の構造と其作業法に就てJ なる論文の第 6 項. 1間葉樹存在の意義. 曇照〕 も

適首陀混請 してゐる林であるから捧伐によって前生幼稚樹の生長は促進されると共に共下に新

に費生. 生立しつづるるである . 而して其各樹種別幼稚樹並に各種草木類の生育欣視を仔細に
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観察すれば夫々立地の潟度及所要光線量を異にすると認められるが今其概略を記すれば下の如

くである。

1. 殆んど終日 日 嘗りである個所には(土壌比較的乾燥〉

エガイチゴ. キイチゴ， ササ ， ヵャ . ツツジ、クリ . コナラ . アカマツ等所謂陽性のもの多し。

11. 日首 り日蔭相宇ばする如を個所(土壌梢乾燥)

ツボスミ レ. ツル リングウ . カンスグ. アカシデ. ヌ Jレデ. キヅグ . グカノツメ . サンセウ .

アサグ. スギ. ヒノキ . サハラ ， モミ等多し白

lll . 散射光線を受けるととが多く時々直射光射入ずる個所(土壌鞘潟潤〉

ヒメヤプラ ン.リ ウノヒゲ 、 ヤマノイモ. ヤブカウジ. アヲハグ、 モミ 、 サハラ . ヒノキ . ス

ギ等多しo (窮露共 14 妾照〕

iiii. 殆んど散射光線のみを受け僅に直射光線を受ける個所(土壌比較的課司潤〉

リウノヒゲ 、 ャブレガサ 、 クロモジ等多〈局所的に僅にシラカシを見受けるロ

三欠に特に本試験地の現在及将来の主林木?とるモミ . アカマツ . スギの幼稚樹夫々の生立地の

環境と夫kの生育欣態との開係を観察する陀 .

モミは落葉f闇葉樹サクラ . カヘデ. コナラ . ク ワ 等の下で前記日首り程度 11ー111 と認めらる

る個所に最も旺盛な る生長を鴛し 1 年聞の生長量 20-40cm . rc 及ぶ . (馬民共 10， 17一参

照〉是れに比しモミの樹冠下で直射光線殆んど射入せざる個所では 2-5cm. 以下の生長陀止

まり而も其の樹勢は誠比弱k しきものであるo

アカマツは特に第 1 ~虎地のj闇葉樹群を特陀疎開したる局部に多いのである . I3Pちモミ少く

落葉j閤葉樹組立せる間際の日首り程度 ii 或は i と認めらるる個所個所に群落して生育しつつ

ある許りであ る。(窮民共の 12 会照〉

スギは第 I~説地にある丈であるが悶:樹附近特陀東北向き即ち風下の方向に帯欣に生立し. そ

の立ちブゴは本試験地内では . 日 首 h 日蔭部地床の受光量に関係してはl額著えにる相違たに い

寧母樹との距雄陀閥係しも 同:1却の樹冠下附近には比較的砂< . それより風下の方向 10m 位迄

の部分に多 い それ以上遠ざかるに従ひ漸衣減少してゐるが. 米だ蛮生後 10 年を経過せるも

のも砂い程度であるから本試験地内でのスギ生立の環境を述べるととは今後の経過を待クと と

t亡する。 (寓民共 11 差是!照〉

ヨ欠に本試験地の.主林木7とるモミ幼稚樹は前述の如き環境下rc良〈生長する のであ る と は謂へ

斯る倣汎の下では勿論一般に他の雑多の潤葉樹と一緒或は相前後して瑳生し来るものであるか

ら前に稚樹の樹齢及共高さの事項で述ぺたる如くモミは他の澗葉樹に比し幼稚樹時代の上長生

長涯き錆相前後して護生せる j悶葉樹よ P 7ifに下に在るので共澗葉樹が多け れば是陀被墜或は側

塵せられてモ ミの生長は阻害される 、 殊にアカシデ. アサグ. クサギ等の群落する個所では前

生のそ ミ は枯死し. 叉新らしく蛮生する飴地はないので(窮民共の 13 参照) 斯る個所は刈梯



300 林業試験報告 第三十五盟主

ふとと勿論必要なるが一般的にも揮伐後雨 3 年間直射光線のよ〈這入る聞は澗葉樹の蛮生が多

過ぎるから人工造林地陀手入をすると同様の考を以ってモミ生長の保護となる程度比残し他は

毎年刈梯ったのであるo

然し乍ら此の下居のi悶葉樹がモミ雅樹の生育上如何なる程度に必要なるか共闘係を確める震

昭和 9 年 6 月第 2 固に示す如く雨試験地の林内較k疎開し *i主樹の琵生比較的多き部分に 2m

卒方匿を夫々 3 個採り第 1 匿をさを刈直(下j膏のi開業樹全部を刈り取りモミ稚樹のみ1í::残す).

第 2 匿を理想的刈梯直(下層i闇葉樹中コナラ ， ク 九カヘデ等比較的葉商産くして薄き葉のも

のの樹冠投影面積がその直域の土イ立を占むる位の程度に.成るペく散在する様に践し他を刈取
3 

る ). 第 3 1!i'[を無手入直(全くメリ挑はない，此の直は第 1 1!i'[ . 第 2 匿の手入前と同様にして

下居潤葉樹の樹冠投彰面積は共下のモミにî-;j しその直域の三以上を被ふイ立の y状態で、ある〉と
3 

した、 市して其各直に劃しては毎年同様の刈羽1\を篤しモミ生長上に及ぽす影響を比較するとと

とした。

斯くて雨試験地には常に局所.局所に趨合ずる撫育を慮りつつ試験の方法の項陀述べたる如

〈樹砕石三撫育単位とし揮伐的撫育間伐に準接して樺伐を繰返へして行けば将来各齢階の樹が各

層11:而も下唐程本数多く分配されたる理想的揮伐林型陀透導し得るものと確信する。

既11:述ペたる如く雨試験地の生長量は漸次増大し後櫨稚樹の稜生、 生育欣態も工く健全に し

て理想的林型に進展しつつある所以は本林地の具備する地力の大なるに加ふるに揮伐技術の嘗

を得たるに因るものと考ふるが叉本林陀趨量のj闇葉樹が混滑するに興るととを忘れてはならな

いのでるる。

玄. 忠吉 論

本報告には試験地の概抗. 試験の目的及方法. 調査方法. 林の構造と地床植物の欣態. 林齢

と林の成立過程. 材積計算立立に蓄積.生長量及揮伐量.更新扶況等に就て述ぺたので遣うるが之 ー

を要するに本試験地の如くモミを主瞳と し是11:趨量の落葉f閤葉樹を混滑したる林型 I ~ の林

であって其主林木の樹齢 80-110 年(但し施業齢は 30-60 年〉位である林陀劃しては樹群

に注意して多暦林の援伐的撫育間伐を繰り返へし行けば 1ha 嘗りの定期連年卒均生長量を 10

1113 より 14m3 位に迄漸芸大増進し行き得るもので.第 20 表に於て第 3 回調査官時の蓄積及

第 2 回揮伐後第 3 回調査時代に至る聞の生長量を考へれば第 2 回鐸伐後満 6 ヶ年を経過す

る昭和 10 年末乃至 11 年春に至れば第 2 回擦伐前より以上の蓄積に復し得ぺきは疑はない

庭でるる.故に第lI!虎試験地の如く略現在の蓄積を持続し行くとととすれば満 6 年目毎に揮

伐を繰返すとして現在に於でさえ 6 年目毎陀 1ha 首り約 75m3 の娘、牧穫を奉げ得ぺく用材

のみに於ても 60m3 を下らない牧穫を得らるるので.今後本試験地がrJjifr次理想的林型に近づく

に従って.より以上の牧穫を期待し得るのである.故に本試験地に矯 した様えに施業法に依れほ
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森林を恒~林と して保持して行ける白而して共の結果として治水. 風致. 衛生等所謂無形上の

数果がある丈でたく . 経穂林業としては同ーの林陀略一定の蓄積を維持し. その林から略一定

期毎に略一定の牧穫を拳げ得るのであうて，植栽による皆伐作業林の長輪伐期の間llJr作業のも

のの到底及び得ぎる庭であると思考する白 (昭和 11 年 2 月稿〉
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On the Selection-cuttings and the Natural Regeneration of the 

Self-regenerated Mixed Stand of the" Momi" (Abies firmαS et z.) 

and the Deciduous Broad-leaved Trees. (R駸llm�) 

By 

Dr. WA.é弘前 TERAZAKI and MAKOTO Aso. 

Introductory Remarks. Since the year, 1915, ODe of'もhe writtel's, Terazaki, has been 

observing もhe pbenomena of むhe self-regeneration of the second growtb in tbe self-regeｭ

nerated stands of tbe state forests on the islands, the HonsYLl，もbe Sikoku and the Kyuｭ

SYLl, and tbe progress of tbc growth of tbe 日xperimental sall1ple plots for bis own system 

of もbe tbinnings, which are carried on, since tbe year 1903. 

By もbese observaもions and experiments, be constitutes the system1) for tbe selection・

cuttings and for tbe improvement-cuttiロgs of the second growtb and of tbe adγance 

growth under the stand oaLlopy. 

In the ye乱r 1924, be carr匂d on tbe experill1ents f or tbe selection-cuttings on tb巴

sall1ple plots in one of the stands of ぬe “ Bat巴ikei" state forest under もbe management of 

ぬe Ohtawara Local Forestry Braucb 0缶ce with the acknowledgement of the Tokyo Disｭ

trict Forest Offi.ce. 

The Formation of the Stand. Tbe forest situates on ぬe “ Nasu" Plain near tbe 

Mt. Nasu, the active volcano. Here we selected two experimental sall1ple plots witb もbe

area, one hectare, respectively. Tbe experiment plots situate 00 the south western part ,"" 

of ぬe sぬte fores色 (Fig. 1 and 2). The Structure of the experiment sample plots are 

as follo¥Vs: (T乱ble 1) 

The species in the upper layer :-The larger diametel. class trees of tbe “l\'Iomi " . 

Age-ranges Average di:lmeter-ranges Average Leight-ranges 

80-110years 25-35cm 14一16m

(Table 3) (Table 2) 

(1) Terazaki, W. :-Some Notes on the Natural Regeneration of the Conifers in the 1YIixed 

Self-rege口巴rated Stands in Japan, especial1y of Cryptomeria Japonica and of Abies fir回a. The 

Bulletin of the Imperial Forestry Experime口tal Station, No. 33, 1933. pp. 57-60. 
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and rare of the “ Akamatu" (Pinus densiflora) and of the deformed, dying, the "Koｭ

nara" (Quercus serrata), very rare of the “ Sugiη(Cryptomer泊 japonica) and “ Sawara" 

(Chamaecyparis pisifer・a) ， (the origin of 七hese 、 last t¥¥'o species is obscure-planted?) 

All of もhese above gi¥'en tree泡 stand with tbe larger diameter class も1'ees of tbe 

natllrally establisbe� decidllouS broad-leaved species, tbe “ Konarn." tbe "Kuri" (Castanea 

pubinervis) , th日“ Yamazakllra" (P1'unus senlata), the “ Akaside" (Carpinus laxiflo ra), 

tbe “ K乱ede" (Acer) species, tbe “ Hohnoki ヘ (Magnolia obovat乱) ， tbe “ Mizuki" (Co・

rnus brachypoda) , and so on , and with 吐le “ Akamatu ", also naturally estab!isbed. 

The species in the middle layer:-The groups of the middle diameter cl乱ss tr醐

・ of tbe “ Momi ", wedged in the groups of tbe same diameter class trees of tbe deciduous 

broad-Ieaved t rees, as above given. 

The species in the lo-wer layer:-The gl'oups of tbe smaller diameter class trees 

of tbe same species , as above given. 

The last mentioned groups of tbe “l\1omi" stand under or ve1'y nea1' the croWDS 

of the lager diameter class tr巴巴ヨ of the broad-Ieaved t 1'ees, above given. Also, similarly, 

もhere occur 出自 groups of 七he smalles七 diametel' class trees and of the ad vance g1'owth of 

the “l'I10mi ", be1'e and 七hel・e.

(Photo. 1, 2 and 3.) 

The 七ype of the formation of the stand-type I~ (Stand graph-Fig4). The 

distributioll of tbe tree groups on tbe e玄pe1' i ll1巴ntal plots has no similarity, as follows: 

Expe1'im鈩t plot 1. E玄periment plo七 I1.

1.) Tbe tree groups of the srnaller diam•1.) The tree g1'oups of tbe middle diarnete1' 

ter class t1'ee.3 and of the middle dia- class trees distributed tb1'ougbout the 

meter class 七1'ee3 OCCL1J: locally and wbole area. 

gregariollsly, the fl'eqllency of the fo1'-τhe tI明-groups of tbe smaller dia-

mer one is exceedingly greater tban that ll1eter class trees are bernmed mutually 

of th巴 latter Olle. in tbe middle diameter class tr日巴S ， 01' 

grollped with the middle class t l明S 01' 

with ぬ日 larger diameter class trees. 

The frequency of the smaller diameｭ

ter dass tr明日 is, to some extent, greate1' 

than that of the middle diameter class 

trees. 

2.) Tbe tree grollps of the larger diamete1' class trees occur very rarely in DUll1be1' and 

are distributed sporadically in the groups of tb巴 other diameter .class trees, 01' group wiぬ
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a few of the 0もhe1' diamete1' class trees, respectively, 01' with both of the othe1' ones. 

Selection-cutting. Acco1'ding もo the above mentioned cha1'acte1'istics of the structure 

of もhe formation of the s七and， one of 出e w1'itters, Terazaki , determioed tbe cuむtings， in司

色endiog to b1'ing into the balanced harmonical 

following meaos : 

fo1'mation 01' eacb t1'e日 g1'oup by ぬ巴

1". fo1' tbe smallest diamete1' class t1'ees, to car1'y 00 tbe thir~ niogs for 白ach t1'ee groups 

witb the aims fo1' bastiog tbe growtb 乱nd for constituting 出e formation of tbe poly-

morpbically laye1'ed C1'OWJls. 

'"" "-'. For the other 色wo diamete1' class trees , except 白日 sporadically staodiog larger 

diameter class t1'ees of tbe “ Momi ", to ca1'1'y on もbe selection-cuttings, especially wi七b 出e

aims for tbe p1'otection of tbe growtb and もbe longevity of tbe last rnentioned “ Morni ", 

in tbe case when 出巴y a1'e grouped with 01' with each of tbe otber two diameter class 

tr・ees .

3.) Io 七he e玄perirnental plo七 I， there occllrs very rarely tbe arlvance growth of tbe 

"Momi" so that here needs to sOl1le extent the broad-leaved trees to be remained, buむ

no七 in tbe expe1'irnental ploも n.

4.) The selection-cllttings are carried OD (七hese plots) with もhe aims, i ntending 七o trans-

form tbe forrnation 01' the stand，むype I~ into tbat of tbe typ日 IIô 出 soon a.s possible, 

continuiog conditions of tbe vegetation. 

Thu自 he rn乱1'ked the tr巴氾s to be f elled. The followﾎng a1'e the hrief sketches of the 

progress 01' the selection.cutting, carl'id on in tbe yea1's, 1924 and 1930. (Table 19 l'<; 20.) 

PbotogTapbs, cha1'ts, graphs, tables and estimations in this ¥yo1'k are completed by Aso, 

ODe of 白日 wrl匂1's.

Brief sketches of the growing crops and the go1'wtb. 

A. Conifer・ s. (1 ha.) 

Experiment plot 1. Experiment plot n. 
Growtb 

Remain-
8efore tbe cutting. per Before tbe cutting. 

per 1 .1:為.emam-

11yeec ar, mg. byeeE u31-日g.
ctar. ctar. 

ロ)S m3 m3 m~ mS 

1st cutting (1924) 251t 197t 389t 288t 

2nd cutti噌 (1930) 7.6 10.0 
252 2181' 363 2901' 

Estimation, carried on 1934 
for the epcrteipoanr-actuitotnin , of the 
11 ext selection-cutting. 10.7 13.0 

2631' 3盈41'

--、

... , 
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B. Con凬ers and broad-leaved tr~. (1 ha.) 

Experiment plot I. Experiment plot II. 

1GOW也 |
Before cutting. 

per l .tも・e町laln-
Before cutti口g.

per I -"'em 口-

bye ear 'mz・ hyeeeuta ， l・ng.
ctar. r. 

m3 m8 mS m3 ロ，3

1st cutting 337t 221t 452t 291t 

2nd cutting 9.9 10.9 
2941' 2551' 377 303干

Estimatio口， carried on 193壬
for the epcrteipo aration, of the 
next selection-cutting. 12.1 14.0 

306干 3621' 

t The figures, showing the reduced ones froll1 the origillal “ Sbaku・kan" system to the metric 

system and the original figllre5 are estimated the trees over the diameter 3 “ sun ", and are not, 

estimr,ted the trees marked 0 , which stand very near the boundary lines of the plot. 

千 The figロres ， showing the日 e ones, new ly surveyed with the metric system, the irees over the 

diameter at breast heigbt, 3 cm. 

By the above g咩en sketcbes, it may be aS811med 七hat by the selectíon・cl1ttings， tbe 

growing crops, tbe remain匤g crops, th巴 cutting crops and the growth would be provide� 

witb appro:s:imately constant amounts. A.nd also it will be intende� that by observing the 

cbaracteristics of もbe structure of tbe formation of the stand, "・e may, without any diff�

culty, in the field wor丸 be marked tbe felled trees, to bring 匤to the balanced harmonial 

formation of each tree group，出en th日 cutting crops' may be surumed up approximately 

乱s much as むhe growth of 七he stand during the years of roぬもion.

Again, accol'ding to the investigation of Aso, one of the writters, the following 

on邸乱re introduced: 

1. The stand graph will ill七日rprete the formation of tbe stand, wben no tI明 group of 

every diameter class ti:明s occ山首 locally and gregariously, but not. 

2. The empirical 巴quation of the stand graph for・もype I~ may be expressed by 

n=ce-αd 

wbere n denotes tbe number of trees in the diameter class d，乱ndαand {3 tbe conｭ

stants, wbile in 白日 case of tbe formatiol1 of tbe stand becoming complex, the empirical 

equation takes tbe otber form as: 

ロ=2ce戸d (Fig. 4 and Table 2) 

3. The beigbt curv巴 with respect tοtbe diameter may be interpreted by 七he following 

empirical equation : 

h=αeーを+m (Fig. 3, Table 2) 

wbere tbe constantsα， ß, will be represented witbou七 any specificatioDs about tbe 
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plots, but difier with respect to the conifer and broad-leaved trees. 

4. The volume of the stand (Tables 14, 15, 16 and Tables 17, 18) calculated by the 

tree bole volume table, cODstructed from the measuremen七s of 七he feUed tree boles, by 

the basis of the empirical equa七iOll自:

for the conifers, v=ce叫-4 (τables 6, 7, 8, 9, 10 and 11) 

while, for the deciduous broad-Ieaved trees, 

v=αd ' (Tables 12. and 13) 

5. The principal tree groups of the “ Momi" would bave invaded a七 the tim巴 befo l'e

tbe years 90-100 under the canopy of the deciduous bl'oad-leaved 七rees and would 

bave been estab!isbed at the time before the yeal's 30-60. (Table 3). 

6. From the cross section of the stems of the “ Momi" and 七be “ Akamaおu ぺ it

may be assumed that tbe longevity of the !ife of tre日s， as a member of the formation 

of tbe canopy of the self-regenerated st乱nd， wiU be supported by the natural openｭ

nings, causen by the 11叫ural sen邸cense of tbe adjoioing tree groups. However it 

may be so, j も is obs 巴rved tha む the sharled, suppress 白d coniげfe飢r、 wedg 巴d wi比凶thio the 

canopy of the tree group, die白 and upsid巴 down wb巴tber tli白y le白ft as i託t was, or むbe

adjoining trees bave beeo removed; while the 8Jllallest trees 01' advanced growth of 

conifers under the 七hick cauopy continue tb日 growもb， thougb iむJllay be vel'y 81mv and 

very little, buむ by the opennings of the canopy，七be l'ejuvenescense of the growth 

takes place rapidly as much 郎 tbe young second growth under tbe favourable open-

mngs. 

Natural regeneration of the second growth: 

1. The seedlings of tbe “ Momi り and the “ Akarnatu" distribute equalIy likely 011 

any point on the floor as tbe cbance allows. However i色 may be so, they establisb 

乱s the youl1ge叫 second growぬ on tbe selected spot only where the environment allows. 

Tbe followillg is the distinguisbed characteL'ﾏstics for light e丘ect. Tbe youngesも secor.d

growth of the “ Momi ", stands 00 th巴 shady spots where the sbades 'and sbadows of 

tbe crowns and むbe tree boles of the older tre氾s prevail almos七 all of the day, wbile 

tbat of the “ Akamatu" stands Oll the spots where the sunsbine is plenty, and some 

of the shades and shadows cover now.and then. (Photo. 12.) 

2. Tbe tree groups of the " Momi" establ�sed gradually side by side around the pre・

viousely estab!ished ones when the environment allowed, while almos七 a11 of the tree 

groups of 七he.“ Akamatu" established at the sallle year, at least, within the very 

shol't duration of the years. 

3. However tbey may be so established, in the case when もheωnopy of the stand over 

，、-、
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the s巴cond growth happens to increase the もhickness and the covering space, the seedｭ

lings of the “ Akashide" invade, rapidly into tbe spa巴巴 of the nutual g1'oups 

of the second g1'o¥¥'th of the Abies firma and into the group itself, and then overlap 

them aud Jastly the “ Akamatu" knocked out almost all of them. (Phot. 13.) 

4. On the plenty suuny 乱001' tbere occur Rubus palmatus, 

th白“ Nigaitigo ぺ the “ Kiitigo ぺ the “ Sasa ", the “ Susuki ", the "Tutuji ぺ the

“ Kuri"，七he “ Konal'a ぺ th巴 μAkamatu". 

On the floor where shade anq shadow happen , frequently, to appear乙， there 0∞ccnr: 

the “ Tubos飢叩umir白ぜ，円，う， th 白 “ Tu山1口ru旧uindoh"ぺ， 色也h白 “ Ka加訓11渇s飢印ugeピ"， t七heザ‘“'Aka拙si泊deピ"， the “ Nu町1汀rud自ザ"

the “ T乱kanot旬umeザ"， t凶be 向 Sm】syo ヘ the 臼 Asada" ， the “ Sugi ぺ七he “ Hinoki'うもhe

"Sawa1'a ", the “ Momi". 

On the floo1' where 七he sunshine happens rarely, to appear. there occur: 

the “ Himeyaburan う the “ Ryunohige ", the “ Yamanoimo ", the “ Yabukohji ", th巴

“ Aohada ", the “ lVlomi "，もhe “ Sawara ぺ the “ Hinoki ヘ the "Sugi ". 

On もhe shady spot, there occur: 

the "Ryunohige ぺ the “ Yaburegasa ", the “ Kuromoji ", rarely the “ Sirakasi ", th日

“ Azusa ". (Photo. 14.) 

5. By the progressiv日 observations on 仏日目econd growtb, it needs, every year, to carry 

on the improve01en七 cuttings for the naturally regenerated vegetation after the sel・

îection-cuttîngs, at least, iむ is necessary to be carried on du1'ing every t"l¥O 01'もhree

years. 
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